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新しい国有林像形成の

本番を迎えて－その二一

林政総合調査研究所理事長
丑03-3813-8075

てづかへいざぷろう

手束平三郎

はじめに

A:林政審議会の農林水産大臣への中間報告が7月9日に出たね。総理への本答申は

12月になるようだが本誌は8月号の巻末に全文を載せているから，それに関する所

見について前回4月号の続きの対談をしよう。

B:報告についてマスコミは一斉に報道し，中には一面I､ツプ扱いもある。良くも悪

くも国有林のことがこんなに大きく取り上げられたのは初めてだろう。審議の始ま

ったころは雑誌記事なども含めて，全部民営化せよ，公有林に分割せよ，環境庁に

移管せよ，などと荒っぽい論調が目立ったが段々沈静化してきたね。

A:各界の有力者や学識経験者を網羅して意見が交わされ，多くの参考人供述も聴取

されて，会合のつど記者発表が行われてきた審議会の大きな成果だろう。

B:しかしマスコミの大きな関心は，やはり赤字対策に集中している。3兆5千億円

の累積債務で国有林の首が回らなくなったのが審議のきっかけだったのだから。

A:それについて報告は“幅広く検討すべし”とのみで具体策を示していない。

B:その点マスコミは筆をそろえて飽き足らないとしている。検討するための審議会

の結論が“検討せよ”では期待はずれだというのも無理はない。

A:察するにこの問題は，与党筋で行われている財政構造改革会議でも国鉄清算事業

団の債務処理とともに6月時点で結論が先送りになっているから，先走って具体策
うよ

を提示しにくかったのだと思う。なお12月までに締余曲折があるだろう。

B:でも報告が，今後の国有林は経済性よりも公益機能の発揮を重点に経営すべきこ

とと関連して，もはや独立採算の企業特別会計制度の継続は不適当だからこれを別

の制度に改めるべきだ，と明示していることは評佃iされているね。

A:だが，そのためにはますます金がかかって収入が減る。それをいったいどうする
12がゆ

んだということに答えていないから歯痒いわけだ。

B:すぐそっちのほうへ関心が流れてしまうんだが，この画期的な制度転換の歴史的

な意義についてもっと深みのある論評が欲しいね。また，国有林が現在の危機を迎

えるに至った経緯についても，当局の失敗を難ずるだけでは底が浅すぎる。

A:その辺のところをマスコミに代わって僕らが論じてみようじゃないか。10年前，

本誌上で君とした対談の完結編の意味も含めて。

手束平三郎(1997）

：新しい国有林像

形成の本番を迎え

て,林業技術,No.

661(平成9年4月
号)。

林業技術No.6661997．9
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国有林経営の基本を定める法律の不在
pbn

手束平三郎(1987）

：新しい国有林像

形成の試み･同11･

同Ⅲ，林業技術，
NO.547～549(昭

和62年10～12月
号)。

さかのぼ

B:歴史を遡ってみれば，明治30年(1897)の森林法で陸I有林という名称が定まり32

年には国有林野法が制定されたが，当時の政治情勢から国有林の経営目的や経営の
ならい,せい

基本方針が法定されないまま行政に委ねられ，それがいつしか習性となって今日ま

で何と100年も経過してしまった。ここにその後の政治経済の移り変わりに対して，
あし

国有林を風にそよぐ葦のような性格に導いた根本原因がある。
い密

A:国有林野法の当時は未だ無理だったにしても,50年後昭和22年(1947)の林政統

一に際して政府が発案すれば，占領軍に異論はなかったと思うね。

B:ところが当時の山林局関係者は，戦前期を通じての悲願であった国有林の統一と

特別会計の実現に関心が集中して残念ながらそこには思い至らず，内部訓令にすぎ

ない国有林野経営規定を作って済ませてしまった。
くら

A:長かった悲願の実現に目が眩んでいたというのは酷評かな。

B:先輩をそんなふうには言いたくないが，歴史の目から見て大きな逸機だったこと

は確かだ。その結果，国有林は企業的に独立採算で経営することのみが法定された。

A:確か10年前の対談のとき，君が同じ47年の郵政事業特別会計法は，郵便事業の

あり方を定めた郵便法とセットになっていたことを指摘していたね。法律と内部訓

令ではセットになりようがないわけだ。

B:だから22年後の林業基本法ですら,国有林が林業振興のために果たすべき役割は
は

企業性,すなわち独立採算を損な遁串範囲でという意味の枠を嵌められている｡金
勘定の側面からばかり規定された偏頗な国有林法制は，戦後日本の特異現象だよ。

A:当時はそれに気がつかなし駕含,タナボタのような統一国有林を特別会計制度で
運営することに大きな魅力が漆っていたと見るべきだろう。あに図らんや，30年後

しつこぐ

にその制度が抜き差しならぬ径桔に変化しようとはね。ともかく国有林危機を招い

た根本の原因がそこにあるとして，その上に積み重なった幾つかの要因を論じなく

ちゃならないが，順番に挙げれば何だろう。
ちよく･陰う ’よんこう

B？第一は1957年から17年間の増伐路線,第二は直営直傭事業態勢の汎行,第三は

増伐期終結後も企業特別会計制度が固執されて借金体質を招いたことだ。

増伐路線

A:じゃあそれらを一つ一つ話し合っていこうよ。まず増伐は，戦後復興から高度経

済成長期にかけて木材の需要増大と価格の高騰に対処して行ったんだから，国有林
こた

としては国民経済の要請に応えたわけで，非難される理由はないね。

B:まさにそうなんだが経営上の反省をするならば，戦時中の臨時植伐案や決戦収捜

案がそうだったように止むを得ない臨時的な処理だという性格付けをして，できる

だけ早く中止する歯止めを装置すべきであったと思う。それがないままに世論と政

治に押されてエスカレートしたから，明治以来受け継がれて貴重な内部の伝統的（
あたら

ツクボーンを形成していた保続経営路線を可惜断絶させてしまった職やす．
A:なるほど，そのバックボーンが法律に基づいていたなら，そうは易々と崩れなか

ったろうにという君の歴史眼なんだ。でも，時の流れにどこまで逆らえたろうかね。

今の記者諸君は知らないだろうが,当時のマスコミは国有林の増伐促進に筆をそろ

えていた｡成長量分しか伐らないドイツ式経営は山を見て人を見ないとまで書いた。

B:そのころ真っ向から増伐路線に反対したのはすでに退官していた大先誰の林業技

林業技術No.6661997.9
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術者や大学の老教授方で，幾度か林野庁へそろって抗議に訪れた。僕は民有林関係
るろ

の仕事をしていたんだが，ときにはお前がお相手しろと言われて継々事情説明に汗

をかいたが御不興が募るばかりで全く閉口した記憶が今も鮮やかだ。細かく話す時

間はないが，要するに森林の蓄積を預金に例えれば，利子だけ引き出したんじゃ足
おろ

りないから元金を卸し始めたわけだ。元金の補充として造林はこまめにやったが，

木の生育は長年月を要するから森林全体が若くなる。専門用語で言えば，齢級構成

が低い姿で平板化して収穫対象林分が乏しくなる。その後遺症が今や如実に現われ

ているわけだ。

A:その時期の造林も評判が悪いようだね。広葉樹を伐って針葉樹ばかり植えた。

B:収泄の主力は明治・大正期特別経営時代の造林地だったが，広葉樹の天然林も高

齢のものを伐ったからね。悠長に天然更新を待てなかったんだ。でも大局的に見れ
みぞう

ば，伐りっ放しにしなかったのがせめてもの大きな救いだよ。結果的ながら未曾有
ひ

の大造林時代を現出した。これあればこそ今回の改革後の国有林の未来に希望の灯
とも

が燈っているんだ。しかし，この時期の資源の前倒しが現在の危機を招いた第一の

嬰凶であることに変わりはない。今回これを指摘したのはNHKの時事解説だけだ

ったね、

直営直傭事業態勢の汎行

A:じゃあ次に移ろう。君の言う第二要因の直営直傭事業態勢の汎行というのはわか

りにくいな。これは国有林内部の問題で外部からの要請とは無関係じゃないの。
"えん てい

B:それがそうでなくなった所以を話さなくちゃならない。後代のため森林を特に丁
ねい

寧に取り扱って資源の保続を図らねばならない国有林の経営は，植伐を一貫して手

ずから行うべしとする先進林学思想に則って，特別経営事業の中で直営直肺事業が

開始され，以後しだいに深く根を下ろしたんだ。
ほ

A:それはそれで結構なことで，殊勝な心掛けだと誉められてよい。

B:ところがだ，戦前期までのそれは直営直傭とは言うものの実態は人夫頭への請負

制に等しく，それで事業の効率に支障がなかった。ところが戦後占領行政下で労働

法規が細かくなって，役所が支払う賃金は直接本人に手渡すべきものとされたので，

従来のやり方が制度上不可能になった。

A:それならすぐに期を失せず，名実伴う請負制に切り替えたらよかったろうに。

B:ところが当時は何とはなしに，能率問題より伝統の事業形態のほうに目が行って

いたようだ。同じ官営でも土木事業が請負化を徹底していった中で森林施業はその
おの

適否を検討した様子がないが，治山と林道は土木事業並びで自ずと請負化し，造林

と伐採はそうならなかったので，森林作業員は定員外国家公務員の取扱いを受ける

ことになった。

A:それが始まりで民間よりも数段と複雑な労務問題が国有林経営内部に持ち込まれ

たわけか｡52年に公共企業体等労働関係法力ざ制定されたから,国有林野事業は陸|鉄・

晒電・専売・郵便・印刷・造幣・アルコールとともに三公社五現業の一つとされて

制度化した。定員外職員は他の企業体にもあったが一部の付随的な役割にすぎなか

ったのに，国有林は事業の中心にこれを抱え込んだんだね。

B:年を追って労働組合運動が盛んになり，定員内外の労働条件水準化や事業増大に

よる組織拡大が運動目標となる。加えてその立場を代弁する国会内の勢力がいわゆ

る政治の55年態勢下で強化され,あたかもこの時期と国有林の増伐指向期が一致を

林業技術No.6661997.9
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とうろう

した。こうなっては遅ればせながら試みられた請負化の努Jも蟷螂の斧に等しかっ

た。挙句には農林大臣の直営直備原則声明にまでエスカレートして，国有林野事業

職員は8万9千人という増伐前の4倍を上回る規模にまで膨張してしまった。

A:それじゃあ増伐を止めて事業を縮小した際に動きが取れなくなるから，経営危機

を招いた第二の要因であることに間違いないね。元は経営責任に発するけれど，中

途からは政治動向に帰すべき要素も大きいようだ。では，第三の要因に移ろう。

企業特別会計制度の固執
すうせい膠やつ3

B:70年代に入って,高度成長一辺倒の趨勢が惹起した公害と自然破壊への反発から
ちゆうすう

環境保護の主張が世論の中枢に転換したことで，国有林の増伐は73年に終結した。

A:ちょっと余談だが，このころになるとかつて増伐を唱えたマスコミが，林野庁は

伐採庁に成り下がったと評したね。経営責任と同様に筆の責任もあるんじゃなかろ

うか。

B:同感だがともかく高齢林分の収穫を前倒ししてしまって，そのうえ喋境保護上収

穫対象から外す林分が増えるんだから，まともな経営が続けられるはずがない。
はたん

A:ほんとはこの時点ですでに独立採算の企業特別会計制度掴#綻していたわけだ。
B:まさにそうなんだが，いったんできた国の制度はよほど切羽詰まった状況に際会

そじよう

しないと，政治的な改革の俎上に上がらないようだ。今にして思えば，世論に応え

て資源に無理を強いた後の当時においてこそ今回のような抜本改革の審議が行われ

てしかるべき事態だったと思われるが,73年の石油危機で木材illi格の急騰があって

最後の黒字が大きく出たのはタイミングも悪かった。

A:その後いよいよ本格的な赤字続きに陥ったんだが，何はともあれ，ここでは膨れ

に膨れた組織人員の縮減と財務の立て直しが迫られた。

B:前段については根気強い組合折衝を続け,96年度末には職員数を1万5千人に絞

り込んだというのは大変な努力だよ。組織も長年の縁故で結ばれていた地域社会の

理解を取り付けながら14営林局を9局5支局に，351営林署を246署に統廃合し

た。まずは合格点だと思うが，債務増大の陰に隠れて外部からの評価が少ない。

A:78年の第一回改善計画の時点でなお企業特別会計を続ける意味を強いて探れば，

そのようなリストラへのプレッシャーのつもりだったかもしれないが。

B:どんどん借金したんだから，ちっともそうはなっていないね。本来はここで無理

をさせてきた資源の養生期間を設定して一般会計からの繰り入れを行い，それをも

って改善計画にしなければならなかったところだ。

A:特別会計法は大蔵・農林の共管とは言いながら9割方の比重は前審にあるから，

借金したと言うけれど実はさせられたわけだよ。改善特別措潰法は特別会計法を母

法とする特別法で，一般会計から繰り入れの道を開きはしたが，ほんの一|勝しのぎ

の程度でそんな資源回復構想などカケラも見えない。

B:僕は同じ法律で決めた財投からの貸出し条項が極めて異常だと思うがどうかね。

A:そうだ。「資金事情の許す限り特別の配慮をする」と誉いてある。

B:これは大盤振舞いを辞さない姿勢だが，収益見込みのない林業経営に貸し込めば

焦げ付くのは当然だろうに。国有林は大きな森林所有者だから，その値上がりを見
〈すぷ

込んでいたとすればバブルまがいになる。列島改造ブームがまだ蝿っていたからね。

A:まさかね。しかし，豊富な財投資金の貸付け先として適当と判断したのは確かだ。
あさ

B:収支償わないんだから余剰資産を漁って処分しても焼け石に水で，結局借金の利

休業技術No.6661997.9
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子が利子を呼ぶサラ金地獄のような財務構造に陥ってしまった。

A896年度末に累積債務が3兆5千億円の巨額に達することになって,君がさっき言

ったギリギリの段階が20年間の4次にわたる先送りの後にやっと訪れたわけだ。

B:橋本内閣の行財政改革が政治の中心課題に浮上した中で財投のあり方の見直しが

重要事項として取り上げられたことから,国有林改革方針を97年度中に定めること

が閣議決定されて林政審議会の審議が始まり，半年余で今回の中間報告が出たわけ

だ。

中間報告は何を意図しているか

A:事ここに至った経緯は一通り済ませたから，これから「中間報告」論評をしよう。

マスコミ論調に関連して前に話した部分は省略して。

B:報告が明治以来国有林経営の目的と基本方針が法定されていなかった事態を改め

て，国民の森としての性格を明らかにする新法制定を提示しているのは我が意を得

たりで，1世紀にわたる課題の解決になる。ただし単なる宣言法じゃだめだ。

A:財務について特別会計法を変えるのはもとよりだが，国有林野事業を経営体とし
すい連う

て能率よく遂行するとなれば，会計法・国有財産法・物品管理法その他一般官庁の

事務を律する諸法の特例をも開くことになるから，なかなか容易じゃあるまい。

B:もちろんだが，こんな機会に一気にしなくちゃ，またぞろ先送りするのが霞が関
さが

の習慣だ．

A:僕らは，国有林憲法であると同時に事業法たる新法制定を主張しようよ。
かんが

B:次に，世論に鑑みて種々の論議があった全体的な民営化や公営化の線は否定して，

ケースバイケースで適切な受皿のあるものに譲渡先を限定したのは，一般林業と森

林管理の現状に即したバランス感覚のある判断として評価できる。

A:国有林を会社組織にする考え方についても，収続性が乏しい中で公益性が重視さ

れては株式の引受け手がないことを指摘している。当然すぎることのようだがここ

まで言わないと観念的な民営論者が納得しないのだろう。

B:一部の国有林について適切なものは経営を民間に委託せよと言っている。分収造

林や土地貸し付けによるレクリエーション受け入れなどのほか，経営ライセンス方

式は工夫の余地があるだろう。

A:新聞報道では経営委託と作業委託をごっちゃにして民営化と論じている傾向があ

るが，キチンと正しておかねばいけない。たわいない表現で大衆が誤認するんだ。

B:造林・伐採・林道維持などの作業は全面的に民間委託というのは，既定路線の追
おろそ

認だ。間もなく完全に実現するだろう。だが，技術的なチェックを疎かにせぬ監督

体制が，少数精鋭に求められる覚悟が肝要だ。報告では国有林自身が受け持つべき

分野を試験研究･技術開発･普及としているが，適用責任をもっと重視すべきだろう。

A:全般的な地方公共団体移管の考え方は否定したが，適切なケースバイケースの処

理として保健休養林や上水道水源林を例示し，実施方法の考案を指摘している。

B:次の，国の機関同士の調整という項は国立公園の中の国有林について環境庁移管

の意見があることを取り上げて，一元的森林管理上種々の問題点があることを指摘

しつつも，なお検討すべきことを示唆している。

A:これは察するに，行政改革会議の中央省庁再編の論議に未だ結論が出ていないか

らなんだ。我々としては，はっきり不可と言ってほしかったところだ。

B:その理由については4月号の対談で詳しく論じたから今|面lは略そう。省庁を半減

林業技術No.6661997.9
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するという橋本式ガラガラポンがどうなるのか，そろそろ方向が見えてくるのかど

うかわからないが，この問題にマイナスの影響が及ばぬように願うのみだ。

A:国有林の管理経営方式としては昨年11月の資源基本計画の線で「水土保全」「森

林と人との共生」「資源の循喋利用」の三項目を挙げてそれらの機能別に管理経営
射のおの

し，各々収支計算すべきことを提示している。これも既定路線追認だろう。

B:でも，荊と前にもnをすっぱくして話した森林機能の複合性から見て，重点とす

る機能別森林区分をしても，その地区別収支計算と全森林の機能別収支計算とは違

うことを，はっきりさせておく必要があることを付け加えたい。

A:次に，この管理経営を長期視点に立って行うことを特に強調しているが，これを

口頭禅に終わらせない措置は，最初に提示された新法制の姿にかかわるものとして

重要だ。

B:その中で公益機能の重視は当然だけれど。大量の外材依存が及ぼしつつある産地

国森林環境への配慮姿勢も，国際感覚として加味する必要があるだろう。

A:なお，進行中の行政改革会議で中央省庁の政策企画立案部門と実施部門との分離

が論議されていることを配慮して，効率的効果的業務運営組織を検討せよとの提示

がある｡これは会議の事務局が提案しているイギリス式のエイジェンシー論にらみだ。

B:異論もあってそれがどう転がるか不透明だが,96年に他に追随してエイジェンシ

ー化したイギリスの林野庁に相当する林業委員会所属の国有林部を調べたところ，

職員の公務員としての身分はそのままで，人数も変わらず，経理方式が変わってい

るだけだ。報告指燗のとおり簡素化効率化をしていけば気にしないでいいようだね。
ふえん

A:林野三法の流域管理推進を赦術している。これは既定路線の強化だ。

B:その中で国・民有林の一体的森林計画の策定が強調されているが，上位計画は当

然として，実施計、面は無理だ。また，自然の流域と経済地域とは必ずしも一致せ

ず，特に外材が内|鱗深く入り込んでいる現在，弾力的思考と処理が必要だ。

A:事業運営では民間受託耶業体との年度越し契約や作業混合契約方式を指摘する。

B:これは従来応川勤作で工夫されてきたが法規上の限界があった。ぜひとも新法に

規定して，まともに実施できるよう懸案解決を図るべきだ。

A:財務対策関連で流域単位受益者負担の基金造成を例示しているが,2～3の自主

的な地方事例を|封が関与して普遍化することは急にはできまい。

B:下流域市IIIJ村や住民との分収造林・分収育林契約による水源林造成は，助成制度

とタイアップすればある程度可能性のある筋だろう．

A:それに付随して新規税財源の検討を言っているが，これはなかなか政治的に難物だ。

B:森林整備への国民参加として組織の支援と相互協力をうたっている。現下森林林

業再建策の精神的支柱として重要な意義を持つが，物量的な期待を過大にするのは

不適当だろう。

むすび

A:これで報告に関する論評は一通り終えたが，冒頭の検討に委ねられた点がいった

いどうなるのか，国鉄清算事業団の処理と関連すると言うが，累積債務はだれ力堵

えても当分タナ上げ利子補給か免除しかない。

B:無利子の公債案もあるようだが，よほどの特典がなければ引受け手がないだろう。
もくあみ

そのうえ,これからの事業も収支償わない力苫,借金すれば元の木阿彌になる。国民の

森づくりとして財源は一般会計依存基調しかないように思うがどうだろうか。〈完〉
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？溌鰯霧溌醗鴬 鱈陰
人間が地球上に出現して以来，木材は森林から手

近に，容易に入手できて，しかも永続的に供給され

る天然の材料として，どの民族でも燃料として使っ

てきた。それゆえに木材力燃えることは当然のこと

と考えられてきた。しかし，文明が発達して建造物

や住宅の材料として使われてきてからは，火災によ

る人命の危険や，財産の損失を防止するためには大

きな欠点と考えられてきた。ただ，木材は樹木がつ

くった天然の有磯化合物であるから，加熱されると

本質的にはそれを構成する各種成分は温度が低い間

はゆっくりと，200℃前後を超すとしだいに急激に

分解して，可燃性ガスを発生して燃焼することは避

けられないものである。

そこで現在までの研究の成果として，木材を不燃

化させることはできないが，それに近い準不燃化し

た材料として木質セメンl､板があり，または薬剤処

理や不燃材料により被覆して，燃える速度をできる

だけ遅くさせる難燃化処理が実用化され製品化され

ている。

この処理は材料の劣化を防止するというより，む

しろ人間の生命の安全を確保することを第1義的に

考え，さらに木材の良い性質はできるだけ残して，

燃えるという欠点を最小限にとどめるための処理で，

それ以上高い性能を望むことは，木材が無機質に近

い材料となり，木材の本質を消失してしまうおそれ

があるためである。

木材の難燃化処理には大別して次の2つの手段が

◆先月号の本欄では，「プレハブIj完」について解説しています。

木材の難燃化処理

ある。1つは物理的方法で，木材の表面を無機質ま

たは金属のような不燃材料で被樫するか，または加

熱されると発泡する塗料を塗布する。このようにし

て火災の際に表面が加熱されても，木材表閲に熱遮

断卿ができて内部への熱の伝達を遅らせて難燃化さ

せる方法である。

もう1つの手段は化学的方法で，無機または有機

の化合物の何魎類かの薬剤を混合して水に溶かし，

木材中にしみこませておき，木材が加熱されたとき

に薬剤の中のある成分が熱分解して，炭酸ガスやア

ンモニアガスのような不燃性ガスが発生し，木材が

熱分解して発生させる可燃性ガスを希釈したり，木

材の熱分解による連鎖反応を停止させるガスを発生

させる。また燐酸化合物のように，木材成分と反応

して脱水作用を促進させ，速やかに木質部を炭化さ

せて厚い炭化層を形成させて熱を遮断するなどの作

用により，木材を測餓化させる方法である。

これらに使われる薬剤には燐酸アンモニアなどの

燐系，尿素のような窒素系，奥化アンモニアのよう

なハロゲン系，ホウ砂，ホウ酸，ケイ酸など酸類な

どの化合物の混合薬剤が使われている。

難燃処理された木質材料は，無処理の同--材料に

比べて，着火時間や炎の広がる速度や燃焼速度が遅

くなり，人体に有害なガスの発生もなく，煙の発生

も少なくなる。現在市場に出ている材料は難燃化粧

合板,li司小I隔板，同ボード類などである。

（㈱日本木材加工技術協会副会長・雨宮昭二）

口林業経営問題研究会=編,林業経営改善推進の手引き－実践的Q&A,日本林業調査会(a03-3269-3911),'96.
9,134p･B6,¥1.500

口渡辺新一郎=著，巨樹と樹齢一立木を測って年輪を知る樹齢推定法,新風舎(窓0423-22-8207)，’96.12,299p･
B6,¥1,600

口成田雅美=著，森林経営の社会史的研究，日本林業調査会,'97.1,247p・A5,¥4.200
口中須賀常雄=編，林政八書〔意訳〕，編集工房東洋企画(aO98-831-74()4),'97.2,96p・B5,¥1,500
口伊藤武･岩瀬剛二=著，マッタケー果樹園感覚で殖やす育てる〔新特産シリーズ),"111漁村文化協会(aO3-
3585-1141),'97.3,181p･B6,Yl.6:18
口国土緑化推進機織=企画・編集，緑の募金そのすすめ方一ボランティアでひろげよう，日本林業調査会，
'97.3,162p･A6.¥1,000
口松井光藩=編，市町村長大いに語る(1)一森林・林業へのメッセージ，大口本111林会(a03-3587-2511),'97.3,
159p･A5,¥1.200
口堀繁・齋藤弊・下村彰男・香川隆英=箸，フオレストスケープー森林景観のデザインと演出，全図林業改良普
及協会(n03-3583-8641)、'97.41,191p･A4、Y4,400
口渓畔林研究会=編，水辺林の保全と再生に向けて－米国国有林の管理指針と日本の取り組み,LI本林業調査会，
'97."1,218p・A5,¥2.500

口竹中久二雄=編著,農政の総括とパラダイム転換－新しい基本法への課題,筑波替房:,'97.4,373p･A5,¥3,800
口小笠原隆三=箸，日本の巨樹・老樹，西日本法規出版(a086-255-2181),'97.7,161p･A5,¥1.785

1涜料？林野庁図書館・本会糊災部受入|乳I1
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イガグリ頭，天津甘栗，桃栗三年柿八年，大きなくりの木

のIfで，栗きんとん・栗ようかんに栗おこわ，タケザオでク

リを取ろうとすると必ずイテーノとあいなるカツオとサザエ

さん。どことなく愛きょうがあって我々の生活の中で一般化

しすぎているせいか，俺のサクラ，風情のマツにも伍す国民

的アイドル樹極と言い放てば違和感を覚える向きが多いかも

しれません。しかし，です。湯水のごとくといわれた水のご

とく，；循少性はないかもしれないけれども気がつけば大事な

物を失っていたの例えもあります。ゆっくり秋に向かおうと

するこの時節，古代人とクリノキの具体的なかかわりを示す

迩跡として注口を浴びている青森県の三内丸山遺跡，その住

勝復元用にロシアからはるばるやってきたクリの｢I絵を皮切

りに．非凡なる凡人（木）に思いを至してみましょう。
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のふるさと現地は黒海にⅢiしたロシ

ア屈指の保養地ソチ'liの北東部（カフ

カスl11脈のふもと，ラザレフスコエ地

区）である。ブナなどが藩i:汎交して

いるが,170年生,胸尚直朧llll,棚個i

25mクラスのクリが多く兇受けられ

た。96年31128H撮影。提供：大,鮒
徹氏（青森県森連）

いくん煙方式で乾燥されたクリ上段

のやや細いものは国産(数本)。ド段が
ロシア産(.1本)で,最大81,19m,直径
1m､未I~160clll｡96年9月編集部撮影

時代区分メモ（参考）

』
旧石器時代

ろ

●Ｃ
″
〃
″
〃
〃
ご

Ｂ
元

11
糧文草創期

７
１
身
川
『
ｑ
ｕ
ｎ
〆
」
や
１
１

縄文早期

縄文前期

窪文中期

繧文後期

麗文晩期

弥生,古墳，
紀

奈良･平安1A.D.
中世

注）単位千年。B.C.
は紀元前,A.D.は

紀元後の意。

ぐ三内丸山遺跡で復元中の大
型堀支柱建物青森県教育庁

文化課三lﾉJ丸山遺跡対策室所
蔵
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繕 集
蕊謬ヅキ
rクリノキの特性
L谷本立夫一にもと庭けぉだにもとだけお・宇都宮大学農学部森林科学科教授

クリの形態と特徴

落葉中高木で，薪炭生産林など二次林の主要構

成樹種であるため，大径木は少ない。しかし，適

地で，十分に成長したクリは，樹高17～20m,胸

高直径50～60cm程度になる。日本一の巨木は山
にしおきた瀧

形県西悩賜郡長井村成田（現・長井市）佐々木右

衛門氏邸の1_I通り周囲7.3m,高さ15m,推定樹

齢700年（上原，1961）とされているが，現在も

生き続けているか確認していない。樹皮は幼木で

は紫褐色，平滑であるが，壮老齢樹になると黒み

を稀びた褐色になり，縦のやや幅のある不規則な

浅い裂け目ができてくる。若枝には灰白色の短毛

が密生しているが，やがて落下する。葉は長楕円
とが

状披針形，先は鋭く尖り，鋸歯の先端は芒状であ

る。葉の上面脈上には細毛があり，下面には淡黄

褐色の軟毛が密生しているが，成熟後は脈上にの

み残る。長さ8～15cm,幅3～4cm,側脈の数

は15～20対である。花は梅雨前後に開き，生臭い

独特のにおいがある。虫媒花で密源植物でもある

が質はよくない。分類の基準になっている花序は，

穂（尾）状で，直立するか斜上，長さは150～180

nllll9雄花穂の下部に雌花が付くが,雄花だけの場

合もある（写真)。雄花は花穂の下部から咲き始

め，開花が終わると雌花の直前で雄花部が落下し，

雌花はいわゆるクリのイガとして成熟する。

分類学的には，コナラ，スダジイ，マテバシイ

などと同じくブナ科に屈しているが，コナラ類は

穂状花序が下垂する。また，シイ類，マテバシイ

類は花序は同じ形態であるが，殻斗が異なり，ク

リは針状のイガに包まれ，成熟すると裂開して堅

果が落下する点で容易に区別ができ，1属，1種

である。

葉はクヌギとよく似ているが，クリは鋸歯の先

端まで葉緑素があるため緑色となり容易に識別で

きる。また，クヌギの樹皮は幼木からやや溝の深

い，頂部が狭くなった縦の裂け目ができる。

林業技術No.6661997.9

クリの仲間と分布

クリは，わが国では日本グリ1種であるが，世

界に12種ほど生育し,いずれも北半球にのみ原生

している。その区域は，北緯30～40.の範囲で，お

およそ年平均気温12℃の等温線を中心として暖

帯中部から温帯北部にわたっている。アジアでは，

日本，朝鮮半島，中国およびI:|薊央アジアのカスピ

海沿岸地方，ヨーロッパでは，黒海の西岸地方か

ら地中海沿岸各地およびイギリス南部，アフリカ

では北部の地中海沿岸地域，北アメリカでは合衆

国の大部分，特に東海岸地方並びにメキシコの北

部に分布している（表)。

日本グリ(Qzs/"""c7ぜ""“S.etZ.)は，栽

培クリの原生種で，シバグリ，カチグリ，ヤマグ

リなどと呼ばれ，図に示すように北海道の一部を

除いてほぼ全国に自生している。しかし，主な生

育地は，暖温帯落葉広葉樹林帯である。この森林

帯は，植物の生育期では照葉樹が生育可能な温度

があるが，冬期に-10℃になるため，タブ，クス

ノキなどの照葉樹が冬の寒さに制限され生育でき

ず，ブナなどの冷温帯落葉広葉樹は夏の暑さで生

育できない樹林帯として位置づけられている（吉

良，1948)。このような森林帯は，人間の生活の場

所に近く，過去に頻繁な薪炭生産による伐採，あ

るいは入会い山として茅場，柴地に利用されてい

た。過度に利用されるとその放置跡では，クリ，

エゴノキなどの混交林が多く，適切な薪炭林の管

理地ではナラ類が純林になっているなど，取り扱

いによって組成構造が異なっている。

栽培クリは200種以上の品種があり，年平均気

温10～14℃,年最低気温-20℃を下らない地方で

あれば栽培は可能で，天然分布のない北海道北見

し写真クリの

花序穂状の

雄花の付け根

に雌花が付く
両性花である



(ジェイネス，1979）▼表クリ属植物の種類と原生地域

染色体数
(2n)

原生地域

日本，朝鮮半島
中国

中国華北・華東地方
中国漸江・福建・四川省
南ヨーロッパから小アジア

アメリカ東南部メーン州からアラバマ州
同アーカンソー州，ミシシッピ州
同西南部バージニア州
同ノースカロライナ州からフロリダ州
同ジョージア州からフロリダ州
同ジョージア・フロリダ州からテキサス州
アメリカ西南部

11種 類

ニホングリ

チユウゴクグリ

モーパングリ
ヘンリーグリ

ヨーロツパグリ

アメリカグリ

オザークチン力ピン

アリガニイチンカビン

アシェチンカビン

トレイリングチンカビン

フロリダチンカビン

学名

Ccre/7ataSIEB・etZucc

C.mo"心sﾉmaBL.

OSegU胴〃DoDE

c.henﾉぅyrREHD.etWILs.
C.satﾊ/aMILL.

C.de/7tataBoRKH

C・ozarke/7s/SAsHE

C.PUm"MILL.

C.asheSDw.

C.a胸/fO"NUTr.

C.fJO"とおnaAsHE
Ooa/7scED"7aAsHE

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

/1
,,？｝一J
’
一一

'1of

§，
一
一

可、

際

‘織蕊'市などでも栽培されている。幹は森林状態では通

直であるが，クリ園では樹形を整えるために剪定

され，傘型，逆杯型などの独特の形態になってお

り，樹形が著しく異なっている。

クリの分布と縄文巨木遣跡
鵜議鱗侭

▲図シバグリの天然分布（林・内田，1955，－部割愛）クリは栄養価も高く，渋皮を除けば直ちに食用

になり，乾燥したカチグリでは保存食としても有

用であった。各地の縄文遺跡から炭化したクリが

発掘されている。古事記，日本書紀などにもクリ

についての記録が残り，古くから食用に利用され

ていたことは疑う余地がない。延喜式には「古よ

り丹波，但馬，阿波の諸州クリを産す，今も丹波

の山中より出るものは上品とす，大きさ卵の如し，

諸州之を栽培するも丹波におよばず」と記録され

ている｡延喜式は927年に完成しており，この時

代に丹波地方が優良クリの一大産地であったこと

がわかる。

栽培クリは，いうまでもなく果実を得る目的で

改良されてきた。果実が大きく，甘味の強い性質

が品種選抜の基準になる。現代の果実を目的とし

たクリは，樹体にも甘味が含まれるためか，樹幹

に穴を開けるカミキリ類の被害が大きく，しばし

ば被害部より風害により折れ，大径木にはなれな

い。これに対し縄文遺跡から出土した巨木柱に利

用されたクリは，材そのものを利用した自生のシ

バグリであったろう。

現代の自生グリは，図のように北海道南部まで

分布しているが，巨木柱の出土した遺跡は寺地遺

跡（新潟県青海町)，チカモリ遺跡（金沢市新

蒲)，真脇遺跡（石川県能都町真脇)，そして三内

丸山遺跡（青森市）である。また，クリは虫媒花

で花粉牛産量が少ない，あるいは天然状態では容

易にシイ類のように純林を形成しないためか，花

粉化石として出土することは少ない。しかし，三

内丸山遺跡ではクリ花粉化石が多量に出土し，炭

化したクリのDNAの分析から，クリは栽培に準

じた取り扱いがなされていたのではないかと話題

になっている(佐藤，1997)。寺地遺跡の環状木柱

列は縄文晩期，チカモリ遺跡のクリ材は丸太・板

状のもの350本で縄文後期と晩期，真脇遺跡の巨

大木柱遺跡も晩期とされている。これに対し，三

内丸山遺跡の巨大木柱遺構は縄文前・中期（7千

～5千年前）で，晩期（3千年前）よりおよそ2

千～4千年早い。最温暖期であった縄文海進は8

千～7千5百年前から急速に起こった（前田，

1980)とされている。また，対馬海流の日本海へ

の流入が日本海側の多雪化を促進している。時代

が下がるに従って寒冷化し，現在の気候になった。

この時期に対応するように，最温暖期に近い縄文

前・中期では青森地方，現在の気候に近くなった

晩期からは日本海側中・南部に巨木遺跡が移動し

ている事実は，クリの分布，生態に対応したドラ

マがあったと思われるが，現在のクリに関する知

識では不明な点が多い。クリの分布・生態的特性

について，地史，考古学的な視点を踏まえた再検

討が必要となっている。
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漆器素地としてのクリノキ
ー産地山中での位置づけ一

向平
…

目ロ むかいひらみさお・石川県立山中漆器産業技術センター
石川県挽物轆轤技術研修所教務主幹

はじめに

山中漆器の起源は現在の山中温泉街から大聖寺
ま唯ご

川の上流へさかのぼること10km,真砂町に発祥

したと伝えられています。天正8年の左大弁次兼
りんし

の諸役を免除する縮旨（写真①）が今も真砂町に

残っており，古くは惟喬親王に随従したと伝えら
ろくる

れる轆轤師の集団が越前の国鞍谷より移住し，当

初は近辺のブナ材を使った木地作りであったとい
けやきとち

うことです。その後ミズメや櫟，栃など近在の素
ひ

材を用いて轆轆で挽きあげた椀や盆，皿，お重な

どの日用品を生産し，発展してきました。今もっ

てこれらの素材は樺・ミズメ・栃の利用が中心で

すが，材料枯渇の状況は愛うべきものがあります。

石川県では100年後を目指し,"100万本連動を

展開中ではありますが…。森林保護の叫ばれてい

る今日，原木の育林は技術後継者育成以上に心が

けていかねばならないと思います。そしてまた，

私ども産地のように一木から製品にする比率のな

んと低いことでしょう。ほとんどをかんな屑とし

て挽きくずしてしまうのですから。平成4年，挽

物木工芸で初めて重要無形文化財保持者（人間国

宝）になられた，私どもセンターの長でもありま

す川北良造先生は常にこのことに触れられ,｢我々

は木に対して大変申し訳ないことをしています。
おろそ さ

あだや疎かに刃物を当ててはなりません。伐り倒

された木をまた50年100年,生かしてあげられる

ことを心がけねば」といわれております。

さて，産地山中の歴史に戻りましょう。

明治の初期に工具類の発明・工夫が盛んとなり，

また，挽物木地の木取りが竪木取り（写真②）で

あるところから口径が狂いにくく，繊細な薄挽き

の木地が生産されるようになったとあります。す
なつめこうごうじさ鋪う

なわち，茶道具に見られる蕊や香合，食繩などの

合口物や吸物椀に，今なおその真lilliを発揮してい

ます。そしてまた，標や松材の杢理を生かした塗

り技法は，漆液の透ける性質を利用した1l1中漆器

の特徴でもあり，江戸末期栗色塗りといわれ，現

在の朱溜塗り，木地溜塗りに素材の持つ味わいを

見ることができるでしょう。また明治末，挽物素

地に千筋挽きに代表される40種余の加飾挽き(写

真③）を発明した筑城良太郎は，竪木取りの杢理
す

の単調さを補い，その上に生漆を摘り込み，磨き

上げ,また摺り込みの作業を繰り返す磨塗製品(現

在の摺り漆技法）を作り出し，加飾挽きそのもの

の価値を上げることに成功し，山中漆器の特徴と

して君臨しています。

I

し
写
真
②
堅
木
取
り▲写真0

巨
日

今
緬
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▲し写真⑨加飾

▼写真④表額

日用品としてのクリノキの利用

一我谷盆（わがたぼん)一

山中町はヒョウタン形にﾎ|||長い，山に|雌|まれた

小さな111です。山LI柵泉から真砂に向かう谷あい
わがた

に我谷村という所がありました。記録によれば，
こぱ

江戸時代初期よりこの村には栗材を使った木端へ
こぱいたこけら

ぎ（木羽板・柿木屑板）を副業とする人が多かっ

たとあります。栗材は耐朽性の高い素材で建物の
ふ

土台によく利用されているところですが，屋根葺

きにも利用したものでしょう。残念ながら昭和33

年のダム建設によりこの村は水没していますが，

この木端へぎを副業としている人たちが，良質な
えぐ

材料を使い一枚板を丸ノミで割りだし，盆や皿な

どを作り生活用品としていました。そのうち近在

にも販売したりするようになるのですが，江戸末

期ごろ太助という人が丸太を輪切りにし，丸ノミ
たばこ

で平行線を鮮明に割り，素朴な中に雑味ある莨盆

などを作りだし，我谷盆と呼ばれるようになりま
わ

した。これは土地の名の我谷と木取りの方法の輪
がた

型からきているものと考えられます。もっとも，

地元では太助撤と作者の名で呼んでいたとありま

す。これはすべて手細工であり,ir1じものは二つ

とないといわれています。写真④は盆ではなく表

額ですが，山中町の文化財として指定されている

ものもありますが，これは我谷で

塗られたものではなく,I1｣中地内で仕_1為げられた

もののようです。

挽物素地としてのクリノキ

栗の木は肌目も粗く，導管も大きくて，挽加_I二

は容易ではないようです。しかし，この肌目の粗

さ，年輪のはっきりしていること，また乾燥の困

難なこと，など材の特徴を逆手にとった手法で，

林業技術No.6661997.9
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▼

若い層にも好まれているようです。写真⑤は，も

う20年も使い込んだ盆です｡山中の特徴である加

飾挽きを入れ，拭漆加工をしたものです。年代を
へ

経た今眺めると，栗材特有の杢理がはっきりと現
伽が

れ，十分乾燥させずに挽いた材の歪みさえもまた，

味わいとなってますます愛着のある生活用品とな

っています。

本来，木を加工するときにはいかに十分乾燥さ

せ，狂いをなくして製品にするか，が大きな課題

でした。特に山中の挽物の特徴は，精密さ，繊細

さであり，紙ほどにも薄く挽き上げる技が基本で

市場に見る我谷盆

写真⑥）が

自然の木，

ままの素材

い手の心が

るようにな

しまうよう

はっきり栗

ったほうが

朽性が良く

一

,

その

を受け入れたいという作り手，使

ここ10年ばかり前から主張され

りました。黒や朱など塗り上げて

な’素材がわからない技法より，

の木，栃の木，樫の木，とわかつ

楽しいという主張です。それなら

，杢理の主張があって，素朴な味

わいのある，自然のままに挽き上げられる栗の木

の利用が代表格に挙げられるような気がします

(写真⑦，⑧)。

もしかしたら，昔のままに，乾燥していない栗

の木で(私たちはむず挽きと昔からいっています）

動力を使わず，足踏み轆轤や二人挽き手挽き轆轤

で使い手が自分で作り上げる，そんな楽しい試み

が山中の街中で体験できるかもしれません。この

9月から来年3月まで,"山中で出会ういい花た

ち”（木魂館）の催し会場で……。

■■細日本林業技術協会支部連合会のお知らせﾖー ｰー ’本 部業技
東北・奥羽

南関東‘

北関東

関西・四国

九州

●第2回東北森林科学会大会（東北森林科学会主催，日本林業技術協会東北・奥羽支部

連合会共催）…8月26日（火）～27日（水），仙台地域職業訓練センターにて。
●第49回日本林学会関東支部大会，第16回日本林業技術協会南関東・北関東支部連合

大会合同大会…10月2日（木）～3日（金），サンレイク土浦（公立学校共済組合）に
て。所在地：茨城県土浦市港町3-30-23｡TEL.0298-22-2001。

●第48回日本林学会関西支部，日本林業技術協会関西･四国支部連合会合同大会（決定
稿）…10月8日（水）～9日（木),琵琶湖博物館ほかにて。詳細は「第481111合同大
会事務局」（滋賀県林務緑政課内。TEL.0775-28-3918,FAX.0775-28-4886)まで。
●日本林学会九州支部総会並びに日本林業技術協会九州支部連合会通常大会…10月17

日（金）～18日（土)，熊本テルサ，熊本県立大学にて。大会事務局：〒86O熊本市黒
髪8-222-2熊本県林業研究指導所企画調査部担当：杉野・矢野(TEL.096-339

-2221内線41,FAX､096-338-3508)。

保安林制度100年記念シンポジウム句P.25参照年 P.25

林業技術No.6661997.9

’



『遡曲
鱈_季

15

クリノキの造林と最近の動き
－岡山県北・ろくろ材利用の場合一

鳥取大学名誉教授橋詰隼人

の ｡､…、ﾛﾛ討一琵塞9号、辰一一一…

一
一

クI望蕊蕊
はしづめはやと

はじめにする漆器として，長い間人々の暮らしを支えてき
ひ

クリは環孔材で，辺材は帯褐灰'土I色，心材は淡た◎郷原漆器は，クリの生材を挽いて木地を作り，

褐色または淡黒色で，年輪は明瞭，木目が美しい。また，椀や皿など製品の外側は生漆で仕上げて，

材はやや堅硬，割裂容易で，心材の耐朽・保存性クリ材の美しい木目を見せるように製作している

が特に優れており，家屋の土台，鉄道の枕木などのが大きな特徴といえる。

に広く利用されてきた。しかし，時代は変わり鉄昔からクリの生材を使ってきた理由は，①生材

道枕木はコンクリート製になり，家屋の土台も防は軟らかくて加工が容易である，②髄を中心にし

腐技術の発達によって安価な米材などに替わっててろくろで挽いて木地を作り，自然乾燥させると，

いる。均等に収縮して削れが生じない，③乾燥材は硬く
ひるぜん

クリは，かつては!|'ulll地の暖稲と温滞の中間て加工しにくい，④蒜山地方には昔からクリが多

地帯に広く分布しコナラークリ林を形成していたく生育していて，材の入手が容易であった，など

が,昭和30年代以降の拡大造林によってその多くである。

が消滅し，現在はクリの純林に近い林を見つける(2)漆器用原木

ことが困難になっている。岡11l県の最北端，真庭漆器製作の原木として，材部直径16cm以上

郡川上村には郷原漆器という長い伝統を持った漆で,30～50年生の材が使用されている。椀類の製

器工芸があったが，戦後途絶えていた。しかし，作には直径22～24cmで，年輪数30～35のもの

その復活を望む声が高まり，岡山県郷土文化財団が最もよいという。辺材を除いて，心材部のみ利

の支援を得て平成元年から漆器の生産に取り組ん用する。節の部分や，凍裂，腐朽などが入った部

でいる。郷原漆器は木地に地元産のクリ材を用い分，また，地際部の偏心材の部分は使えない。節

ていたが，最近クリ材の入手が困難になり，今年や偏心部を外して，髄が中心にあり，年輪が均等

からクリの人工造林を始めた。に成長した部分を採取する。

クリの人工造林については聯▼写真①糸のこで縦挽きしたろくろ用木地髄が中心にないものは材の収
例が少なく，また，漆器材な縮が不均等になり，木地が変

形したり，削れが入る。また，

大径材をlLlつ削りして挽くと

変形するので，大径材はねり

鉢など大きな器物の製作に用

いる。

(3)郷原漆器の製作工程

①直径16cm以上のクリ

材を一定の長さ（吸物椀の場

合は7cm)に輪切りする，②

髄を中心にして型を取り，糸

ど特定の用途にはどのような

材が適しているかわからなか

ったので911ilき取り調査や伐

倒木の成長調査を行い，クリ

材の利用と育林上の問題点に

ついて検討した。

郷原漆器とクリ材

(1)郷原漆器の特徴

郷原漆器は，岡山県真庭郡

川上村郷原で明徳年間

屑篭篭轤鑿
(1390～1400年）に始まった

と言い伝えられている。600

年の伝統を持つ岡山県を代表

林業技術No.6661997.9
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q写真③完成した飯椀

内部は朱塗り，外部は
生漆塗り

－…

▲写真②荒研ぎした木地

少写真④18年生ク

リ人工林鳥取大

学蒜山演習林，標
高770m,BII)型土

壌。設定から13年
後に除伐と枝打ち
を行っだ。

(写真②は木地を荒研ぎしたもの)，④木地荒研ぎ

から生漆塗り，麻布貼り（内側へ)，さび付け，さ

び研ぎ，生漆塗り，漆拭きなど多くの工程を経て，

約1カ月半で完成させる。

椀類，ⅢI類の内部は色漆で朱に塗り，外側は生

漆を塗って美しい木|」を見せるようにする（写真

③)。

製作品|_Iは，椀類（飯椀，吸物椀など)5品F1,

木lⅢ（大，中，小)、椿Ⅲ1(中，小),深Ⅲ1,鉢，

建水などで，現在14品目作っている。

クリの造林成績と造林木，天然木の成長

クリの人工造林の事例は少なく，造林成績は多

く報告されていない。最も古い人工造林の例は，

岩手県川井営林署で，用材林の造成をu的にりI治

45年にヘクタール当たり3,000本植栽した｡63年

生時の調査では,現存本数は303本/haで,植栽時

の1/10に減少し，平均胸高直径347cm,平均樹

高21.5m,ヘクタール当たり幹材積297.2m急で

あった。径級別に見ると，胸高直径30～40cmが

55％，20～30cmと40cm以_l二がそれぞれ21%

であった｡前橋営林局小根山見本林には明治37年

に植栽したクリ，ケヤキ造林試験地がある。クリ

純林区ではヘクタール当たり5,445本植栽してい

るが，23年後の調査では1,184本生存し，枯損率

は実に78.3％の高い率であった。

鳥取大学蒜山演習林（岡山県真庭郡川上村）に

は，1982年に設定した樹齢18年生(1997年現在）

の小面積の人工林がある(写真④)。試験地は，標

高770m,傾斜15～28｡,B1I,》型土壌で，稔雪深は

1.5～2mである。最初ヘクタール当たり4,100

本の密度で植栽しているが,18年生時の生存本数

▼表①18年生人工林の生育状況

樹種鶏
胸高直径

(cm)

樹高

(m)
傾幹幅
(cm)

1188．5
－－－－

324

11～125

18．3

9～39

18．0
12～26

３
５
５

４
２
２

リ
群
ズ
石

ク
ク
ミ

7.6～16.86.3～103

9－87．6

64～12.85.8～9.5

7．96．0

5.0～15.04.9～68

注)､､傾幹噸は地k1mの位置における地際部の幹の似
きを示す｡②横線の上は;淵驚個体の平均賊を，下は最
小値と雌火値を示す型

は2,500*/haで,39%が枯損している。枯損の

原因は記録がないので不明であるが，成木の枯損

は少なく，大部分は植栽初期に枯損したものと思

われる。18年生時の成長は(表①)，平均胸高直径

11.8cm・平均樹高8.5mで,I司時に植栽したクヌ

ギ(9.8cm,7．6m),ミズナラ(7.9cm,6.0m)

に比べて成長がよい。しかし，傾幹幅はクヌギ，

ミズナラよりも大で，根元1II1りがやや大きい。ク

リは幼時の成長は単.いが，耐雪性はやや劣るよう

である。

クリ造林木の成長については，このほかに岐阜

県寒冷地林試の報告がある｡宮川村種蔵の33年生

林分の成長は，平均胸高直径287cm,平均樹高

19.8m,立木材積446m3で，スギ人工林の地位級

1の成長であった。他方,宮川村小豆沢の47年生

林分の平均胸高頂径は233cm，平均樹高13.0

林業技術No.6661997.9
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▼表②伐倒木の成長・形質・利用材長など 漆器材としての

クリ材の利用と育林上の留意事項

郷原漆器では，材部直径16cm以上のもの

を漆器材に利用している。心材のみ利用する

ので，それよりも小さいものは使えない。4

本の伐倒木について材部直径が16cm以上

の幹の部分の長さを測定すると(表②)，平均

6mであった。樹高は11～15mで，樹高の

約半分程度が利用可能である。しかし，節の

部分や根元曲りした偏心材の部分は使用しな

いので，実際の利用率はかなり低下するもの

と思われる。漆器の木地には心材部が用いら

れる。心材率は天然木,造林木とも平均88％

で，18年生でも心材の形成は，かなり進んで

いた。

4本の伐倒木から推定すると，胸高直径が

25～30cmになれば,平均6mの漆器用材が

収稚できる。人工林で手を加えれば，天然林

よりも成長が促進される可能性があり，

40～50年生で伐採可能と思われる。

郷原漆器の製作には偏心材や節の部分は使

用しない。多雪地の天然木では，地際部が50

CInから1mも根元IIIIりしたものが多い。急

樹齢胸高樹高枝下
直径高

(年)(cm)(m)(m)

利用

材長

(m)

材部心材心材

直径直径率
(帥）（伽）（％）

瞳別'鞭
１
２
３
４

54

69

70

43

250

33.5

270

26.5

15

12

11
14

6.0

3.6

4.3
6.5

5523220.4879

6031．228．6917

6.526.222.887.0
6024.621.4870

天然木

〃
ｉ
ｎ
と
〔
．

伯
″
〃

６
５
８

９
８
ス

６
７
６

４
０
０

１
１
１

８
４
３

６
ａ
４

13.211.687.9

9．68．083．3

989．091．8

造林木

注)①天然木の樹齢は胸高部位の樹齢である。②利用材長は材部直径16cm
以上の材の長さ。③材部直径，心材直掻は胸海部位のそれぞれの直径
で，心材率は直径心材率である。

1O

０３（↑
仁
Ｏ
）

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

〆
一
一
一
一
一

Ｆ
一
Ｆ
一
一
一
〆
一

〆０
０
２
１

岻
笹
型
泗

Ｔ
Ｊ
ｎ
至
Ｏ
Ｊ
４
説

〆
一

シー
琴声

0
51015202530354045505560

樹齢（年）

▲図天然木の胸高直径成長の経過

657(）

1n9立木材積219m3で，スギ収穫表の地位級5の

成長であった。立地条件によって著しく成長に差

があるようである。

鳥取大学蒜山演習林で，天然木4本と造林木3

本を伐採して成長を調べた(表②)。天然木の胸高

部位の直径成長を見ると(図),N('lとNQ4は40年

生ごろから成長が衰退しているが,NQ2,NQ3は

60～70年生まで，ほぼ直線的に成長を続けてい

る。胸高部位における材部直径は,30年生で平均

147cm,40年生19.8cm,50年生22.3cm,60

年生260cmであった。岩手県川井営林署や岐阜

県宮川村の人工林に比べて成長が悪く，また枝下

高が低く，幹の分岐したものや幹曲り木が多い。

蒜山のクリは，クヌギやコナラに比べて通直木が

少ないようである。クリの特性か積雪の影響か，

今後の研究課題である。

斜地は造林不適地である。また多雪地では，幼齢
l誤うき

時に雪起こしが必要である。クリは箒状の樹形を

形成し，幹が分岐したり，太枝が発生する。蒜山

演習林の18年生造林地における調査では,直径3

CIn以上の太枝は地上1～3mの間に多く（全体

の85％)，1個体に平均2．4本着生していた。太

枝は早くから枝打ちして，分岐幹や大節をつくら

ないことが大切である。クリは幼齢期の成長が早

いので,15年生ぐらいになれば優勢木と劣勢木の

差が生じる。早目に間伐を開始して，肥大成長を

促進したほうが得策である。

【参考文献】

1）岐阜県寒冷地林業試験場：有用広葉樹用材の人工造林

技術試験．昭和59年度業務報告,pp.11～15.

2）前橋営林局：2．クリ，ケヤキ造林試験.小根山見本林

報告書,pp71～91,1972

3）林業科学技術振興所：有用広葉樹の知識．

DD.143～150,1985
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果樹としてのクリ 這』
令

壽和夫ことぶきかずお･農林水産省果樹試議場育種部ナシｸﾘ育種研究室室長

日本のクリ

クリの実は古代から食物として利用されてきた

が，長い期間にわたって救荒作物としての性絡が

強く，果樹として扱われるようになったのは比較

的最近のことである｡果樹試験場では昭和22年か

ら組織的な育種を開始したが，当時の育種目標は
色た

輸出による外貨狸得に応えられるような高品質の

果実生産であった。わが国で栽埼されるクリは在

来のシバグリから改良されたといわれるニホング

リがほとんどであるが，一部ではチュウゴクグリ

の栽培が試みられた。両種を比較するとニホング

リは樹体がコンパクトで果実が大きく，豊産性で
1．k

あるが，渋皮が厚くて剥がれにくく，果実I兇,質は

やや劣っている。そこで両極の雑種を育成して，

|言|的とする個体の選抜に精力が注がれようとして

いた。

クリタマバチの出現

クリの栽培は実際上ほとんど放任に近い状態で

あったが，国内では特に壊滅的な被害をもたらす

病害虫は存在していなかった。しかし，果樹試験

場が育種に着手したのと同じころからクリタマバ

チの被害が報じられるようになり，｜瞬く間に被害

が全国に広がった。

クリタマバチは年1回の発生で，雄バチの存在

は知られていない。6～7月初めに発生した雌（

チは直ちにクリの芽に産卵し，卵からか

えった幼虫は虫房を作って冬を越す。翌

春，芽が生長を開始するI1寺期に幼虫も急
こぶ

激に大きくなり，同時に芽は瘤状に肥大

する。虫が着生した芽は生育が極端に劣

り，結実を見ることはほとんどなく，虫

が脱出後の芽は大部分が枯死してしまう。
朧維肱

その結果，樹勢が衰弱して，甚だしい場

合には枯死してしまう。

ハチ自体は農薬で簡単に駆除できるが，

一生の大部分をクリの組織に守られて過

林業技術N().6661997．9

ごすために，実際上は防除が極めて困難である。

被害が大きいクリ，被害がないクリ

被害程度の調査が進むにつれ，クリの品種によ

って被害に差異があることがわかってきた。まず，

ニホングリとチュウゴクグリの比較では，チュウ

ゴクグリ品種はほぼ全部が著しい被害を受け，ニ

ホングリには銀寄のように全然被害が見られない

品種もあることが明らかになった。

そこで育種目標はクリタマバチ抵抗性に切り替

えられ，交配親にはニホングリだけが用いられる

ようになった。その結果，丹沢，伊吹，筑波が昭

和34年に，昭和43年には石鎚が育成されて広く

普及したが，一方で，それまでの主力品種であっ
とうた

た大正早生,中生丹波などが淘汰されていった(図

①)。

抵抗性の崩壊と天敵の導入

丹沢，伊吹，筑波は抵抗性新品種として注目を

集めたが，発表後間もなく，これらの品種へのク

リタマバチの着生被害が報告されるようになった。

これはクリタマバチの集団の構成に変化を生じた

結果と考えられているが，その後の抵抗性育種は

クリタマバチ側の変化とのイタチごっこを繰り返

すことになった。クリタマバチがどこから発生し

てきたかが学問的にも関心を集めていた。もとも

17%）

国見
1.233（5%）

伊吹582（2%）
森早生558（2%）

(30%）

▲図①クIﾉ品種別栽培面積（平成7年）
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q写真虫瘤内のクリタマバ

チ幼虫に産卵する天敵のチ

ュウゴクオナガコバチ

（於保原図）

P』

虫

’5y=志調
』

Ｆ
Ｆ
岸
一

I

茨城

とわが国に生息していたタマバチの寄生熊本
性が変化したとする説もあったが，外国愛媛

から侵入したとする説が有力で，中国か宮崎

らの導入種と推測されていた｡昭和50年鯉
代になって中国との国交が回復し，学術大分

交流団が派遣された際に，中国大陸にク兵庫

ﾘﾀﾏパﾁが生息することが確認された。雲
しかし，中国ではクリタマバチの被害が

問題化していなかったが，これは有効な

天敵が働いているためと判明した（写

真)。

そこで，この天敵をわが国に導入し，放飼試験

が開始された。試験は筑波と九州で|淵始され，筑

波では放飼した天敵が順調に数を塒し，分布の範

囲も広がって定着する気配を見せている。品初に

放飼試験が行われた果樹試験場ではクリタマバチ

がほとんど見られなくなり，抵抗性個体の選抜が

不可能な状態になっている。このため現在は，育

種目標を食味の改良に戻して育種を行っている。

おいしいクリを育成するために

「栗よりうまい十三里」といわれているが，今

のところクリの食味を決定する要素が何であるか

が明らかになっていない。食味が良い果実はデン

プン含量が高く，デンプン含撒は果実の比重と正

の相関関係を示すことが知られており，食味を表

す指標の一つとして用いられているが，信頼性は

十分でない。甘さが影響するだろうというので，

一般の果樹のようにジュースの糖度を測定するこ

とも試みられたが，果汁中にデンプンが混ざって

しまうので不正確になる。おいしいクリ品種を育

成するために，果実品質の客観的評illi方法と基準

’

’

で
鰯

1 「I

200030004000

栽培面積(ha)
県別クlﾉ栽培面積（平成7年）

50000 1000

▲図(2

を試験している段階である。

低樹高栽培がこれからの主流

県別に見た栽培面積のベスト3は，長年にわた

ってほとんど変化していない(図②)。クリの収穫

対象は果実であるが可食部は種子である。しかも
く湾もの

一般の果物とは異なり，含水量が低いことも手伝

って而職当たりの果実生産量が少ない。その一方

で，大型の労力を必要とする作業もほとんどない

ので，労|助時間当たりの収益性が高いのが特徴で
き

あった。しかし，山野に自生する樹から果実を拾

い集めるケースも多かったために，実際的には放

任に近い状態で栽培され，樹高が10m以上に達

することも珍しくなかった。この方法では小果し

か生産できず，収益は期待できない。

クリ栽培の有利性を生かすために樹高を3m
せんてり‘

程度に制限し，集約的な剪定を実施して着きゅう

数を抑制する栽培技術が確立されている。これに

よって単位面積当たりの収穫量は少なくなるもの

の，大果が生産できて収益性が高まる。今後は，

この栽培法が中心になっていくものと思われる。

林業技術No.6661997.9
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戸クリと人とのかかわり史
L;+誠一自Rつじせいいちろう国立歴史員辻誠一郎つじせいいちろう国立歴史民俗博物館歴史研究部助教授

から栽培や多目的利用に供された植物として注目

を集めてきたが，なぜクリであったのか，どのよ

うに人とかかわり合っていたのかといった実体は，

最近まで漠然としていた。三内丸山遺跡での調査
なぞ

は，謎の多かったクリと人とのかかわりを，よう

やく解き明かし始めた。

なぜクリであったのか

およそ1万年前を境に，日本列烏の平野部はヒ

メバラモミ，ヤツガタケl､ウヒ，チョウセンゴヨ

ウ，カラマツなど乾燥に適応した針葉樹類が卓越

する植生から，コナラ属を主とする落葉広葉樹林

へと変化した。関東以西ではこの過程でクリがし

ばしば卓越し，落葉のコナラ属とともに間氷期の

初期の植生を形づくっていた。ここで見逃せない

のは，こうした変化に対応するように，縄文文化

のさまざまな要素が花|淵いていったことである。

さらに注|』すべきことは，クリや落葉のコナラ

属を有する落葉広葉樹林は，西日本では縄文早期

から前期にかけて照葉樹林に早くも取って代わら

れるが，東H本では基本的に存続し続けたことで

ある。細文前期は縄文文化の諸要素がそろう展開

期として位置づけられるが，そのころの規模の大

きい集落が，三内丸山遺跡のある青森県をはじめ

東口本に集中するのは，偶然の一致ではないだろ

遺跡から出土するクリ

この十数年の間に，開発に伴う遺跡の発掘調査

が相次いだ。青森県の三内丸山遺跡の発掘調査は

その代表的なものの一つである。発掘調査では，

考古遺物や居住域のさまざまな施設が検出され，

いわゆるゴミ捨て場のような廃棄物層の山まで見

いだされている。この三内丸山遺跡の調査で明ら

かになってきた重要なポイントは三つある。第一

は，居住域，墓域，二次植生か栽培地といった，

生活文化にかかわる区域が整然としていることで

ある。第二は，開発の而績が著しく広く，現在の

発掘調査域周辺の，そうとう広い範囲に及ぶこと

が推定されることである。そして第三は，人と植

物との深いかかわりが生活文化を展開していた，

そのことが鮮明になってきたことである。この，

人と植物のかかわりにおいて，とりわけ注目を集

めているのがクリである。

縄文時代の遺跡からクリが出上することは占く

から知られており，純文人とクリとの深いかかわ

りに注目した考古学者が何人もいる。例えば酒詰

仲男氏は『日本石器時代食料総説』（1961）のIII#

で，縄文人がクリの栽培をしていたのではないか

との考えを示している。西田正規氏も「繩文時代

の人間一植物関係」（1981)の中で，繩文人の居住

域周辺には二次的植生が存←■”タアー~~一グー~一■吾一一一一申寺

▼写真①三内丸山遺跡で検出された縄文時代のクリでできた巨大掘立柱
在し，クリやオニグルミと

いった有用植物を栽培して

いたと述べている。また千

野裕道氏は，ずばりクリそ

のものを取り上げた「縄文

時代のクリ」（1984)で，縄

文時代におけるクリは食料

源のみならず，建築材や燃

料材としても重要な位置を

占めていたとしている。

このようにクリは、古く

林業技術No.6661997.9
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▲写真②三内丸山遺跡の北の谷で検出された縄文時代の土木工事跡のクリの杭列

う。クリやコナラ属を持つ落葉広葉樹林が，縄文

文化の成立と展開に大きくかかわったことを物語

っている。

なぜクリであったのか。それは後で述べるよう

に，衣食住の多方面にわたって有用な資源となり

えたからであり，また，繩文文化の開花・展開期

の植生をつくる主力メンバーであったからである
’よぐく

う。クリは，まさに縄文文化を育むために現われ

てきたとさえいえるかもしれない。

縄文文化を育てた生態系

三内丸山遺跡で浮き彫りになってきた生活文化

の特徴は，主に三つあるといわれる。第一は，雛

落のf財莫がひじょうに大きく，かつ大型掘立柱建

物や墓域などさまざまな施設が整然と配慨されて

おり，合理的な土地利用がうかがえることである。

第二は，千年以_この長期間にわたって集落が営ま

れたことである。第三は，二|器をはじめ械物遺体

など遺物の量がおびただしいことである。これら

はいずれも当時の生活文化が高度に熟成していた

ことを示しているが，その根底に横たわっている

共通の要素の一つが，落葉広葉樹林をつくってい

たクリそのものである。

この遺跡が注目を浴びるきっかけとなったのが，

直径1mに及ぶ巨大な木柱で造られた描造物であ

った。それら巨木がすべてクリ材であることがわ

かり，縄文文化がクリの巨木文化とさえいわれる

ようになった。木柱だけでなく，土木工事に用い

られた杭列や，その他さまざまな木工材にクリ材

が使用されていることが判明し，木工資源として

クリは重要な位置を占めていたことが明らかにな

ってきた。

さらに興味深いことは，土器を焼き上げたり，

生活全般にわたって不可欠な燃料に，大量のクリ

材が使用されていたことがわかってきたことであ

る。おびただしく出土する炭化材の破片の研究が

現在も推し進められているが，かつて千野裕道氏

が指摘したとおり，土工材として多用する一方で

燃料としても多最に消費するという利用体系が，

より具体的なものになってきたといえよう。

このように，食料，木工材料，燃料と，クリが

幅広く多戴に利用されるようになった理由が，遺

跡とその周辺の植生の復元作業からとらえられる

ようになってきた。すなわち，三内丸山に居住を

始めた人々は，ブナやミズナラを主体としクリを

も含む落藥広葉樹林を広範囲にわたって開発した。

その結果，居住域縁辺にはクリなどから成る二次

林や二次的草地が成立した。大変興味深いことに，

このような二次的植生の中の有用な植物がその後

取り残される形となり，台地の上にはクリだけの

林が千年近くも維持されることになった。おびた
ざんし

だしい残津や土壌の廃棄場所となった台地斜面に

は．ヤマグワ．ニワトコ．ウルシなどのほか，ヤ

林業技術No.6661997．9
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▲写真③三内丸山遺跡の縄文前期の堆積物から検出されたクリの花粉

a･bは赤道から,Cは極から見た像

マブドウやサルナシといったつる植物が繁茂する

雑木林のような二次的植生が存続した。このこと
し豊

は，私たちに重要な示唆を与えてくれる。つまり，

開発を行った三内丸山の人々は，続いて形成され

た二次的植生の中の有用資源を育むことによって，

資源の恒常的な調達を図っていたらしいのである。

縄文前・中期を通して，クリの林は居住域周縁の

かなりの面積を占めていたことは確かで，クリ林

なしでは当時の景観は語れないほどであっただろ

う。

その有用資源の代表格であったクリが品種改良

され，栽培されていたことを示す資料がある。佐

藤洋一郎氏は三内丸山遺跡から出土したクリの果

実のDNAを調べ，系統的にまとまりのあるクリ

集団がつくられていたことを指摘している。最初

は雑多な野生のクリ集団であったのが，人の手に

よって選択的に有用個体が取り残されるか育成さ

れ，遺伝的にまとまりの強い品種集団がつくられ

ていったというのである。また，遺跡から出土す

るクリの果実の大きさの変化に着目した南木睦彦

氏は，縄文早期では現在の野生のものと同様の大

きさであったが，前・中期には大きくなり，後期

から晩期にかけては野生の倍ほどの大きさになっ

たことを示し，縄文時代を通して継続的に品種改

良が加えられていったことを指摘している。三内

丸山遺跡から出土したクリも，果実の大型化を裏

づける重要な根拠になりうるものである。縄文

前・中期という縄文文化の展開期にあって，クリ

が資源利用体系に組み込まれ，品種改良と栽培に

よって資源維持システムがつくられていく過程が，

三Iﾉﾘ丸山遺跡の生態系の変化から浮き彫りになっ

てきたのである。

縄文里山の主要木

このように見てくると，縄文時代の人々は開発

によって成立した二次的植生を有効に活用し，持

続可能な人為生態系として維持・管理していたと

いえそうである。クリを中心に据えた人為生態系

こそ，縄文文化を高度に展開させた大きな原動力

であったと換言してもよいだろう。地球環境変動
えいち

による生態系の変化と，それに対する人の叡知が

奇しくも一体となって展開したいわばクリ文化は，
けう

世界的に見ても稀有な人為生態系の維持システム

を持っていたことになる。

弥生時代から占域時代にかけて，稲作という全

く異質な生産形態の波及，窯業と鉄器生産の活発

化，そして鋭い加工具としての鉄器による巨木の

伐採と大型建造物の構築という並ならぬ資源の一

方的な消賀の陰で，人為生態系の維持システムも

林業技術No.666199f9
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▲図化石および現生クリのサイズ分布（南木，1994を－部改変）

*"A''～"E"は各平均値および時代を示す。

*A:縄文早期～前期bB:縄文中期,C:縄文後期～晩期,D:弥生および古墳時代,E:現代

＊記号のわきに付いている各数字は，産出地点を示す。

＊記号から出ている大きい矢印は標準偏差を，また，小さな矢印は数値の幅を示す。

時代にすでに存在したと考えるのである。古里山

を繩文里111と呼んでもよいかもしれない。開発の

規模や，それによって成立する二次的植生の大き

さは異なって当然であるが，縄文時代のクリは，

あるいは古代以降に再び多用されるクリは，アカ

マツやコナラと同様の重要な位置を占めていたと

いえるだろう。

ここで見てきたクリは，物質文化に着目した資

源利用の要素でしかないが，里山をつくる雑木林

にまつわる民話や伝説が数多くあるように，精神

文化の中でも重要な位置を占めていたに違いない。

また異質なものとなった。しかし，奈良・平安時

代にかけて，再び開発によって成立した二次的植

生を有効利用しようとする気配が生まれた。その

ころの木材資源利ﾊ1には，木工材料としても燃料

としてもクリを多用する傾向が再び顕在化してく

るのである。クリやアカマツやコナラを持つ雑木

林が，薪炭林として，建築用材料として，あるい

はまたマツタケlllとして，生活文化と深い関係を

持ちながら維持されていったのである。

私は，このような人と植物のかかわり史から，
ニさとや宗

縄文時代の人為生態系を古里山と呼んできた。最

近まで各地に残存した里山と同様なものが，縄文

林業技術No.6661997.9
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クリの町・小布施
垂

蕊ゞ：集
蕊謬ソキ ■iい‘

呉羽勝正 ＜れはかつまさ・小布施町役場経済課課長

鍔ぶせ

長野県の北部，善光寺平の東に位置する小布施

町は，人口12,000人，面積19.07km2の果樹栽培

が磯んな平地磯村である。

lll｣.の歴史は古く，縄文・弥生時代の

雨遺跡が多く発制11されている。町の西側

には千llll川が流れ，江戸時代から通船

河港として北信濃における物・人・文

化の交流の要衝として栄え，多くの文

人墨客が訪れ，文化志向の高い地域性

を醸している。

小布施のクリの歴史は今から約630

年前の足利時代，当地を治めた城主が

旧領の丹波（京都）からクリの苗木を
鯵んらん

取り寄せて，河川(松川）の氾濫防止｜
に植林したのが始まりといわれている。’
クリの栽端地・小布施の適性は気候条件にある

といえる。当地は雨堂が少なく（年間800ミリ程

度)，日照時間が

成で作られた糖分が蓄積されて甘味が増す。

さらに，当地は土質的にもクリの栽培に恵まれ

ている。町の南を流れる松川の氾濫によって作り

上げられた扇状地のため，水はけのよい厚い砂礫

層が根の深いクリの生育に適していることに加え，

松川の水質が強酸性であることから鉄分を多く含

み,クリの実に独特な風味を持たせている。
これらの恵まれた自然条件によって生育した小

布施のクリは，将軍家への献上品として，また，

加賀藩の進物用として愛用され，庶民の口には縁

遠いものであった。「甲州ぶどうに紀州のみかん，

栗は信州おぶせ栗」とうたわれ，俳人・小林一茶

は「拾われぬ栗の見

識
小布施は，クリとともに栗菓子の歴史も古く，

文化年間（1804）に加工品として「栗落雁｣，文政

年間（1819）には「栗羊かん」の製造が始まり，

その後，栗かのこ,架きんとん,パイ類等が製品化

され，今ではIIITの主要産業として確立されている。

昔から文化志向の高い地域性に加え，世界の巨

匠･葛飾北斎が江戸末期から小布施に滞在し,数多

くの肉筆画を残したことが美術館建設につながり，
、』

今では地域の資源を活かした美術館・博物館等が

13施設を数え,栗を素材とした飲食物,民芸品の開

発も進み，歩道には栗の木レンガが活用されるな

ど，「クリ」なくして小布施の町づくりは語れない

といっても，過言ではない。

なお,98年4月19～22日,第三回国際北斎会議

が当地で開催される。

少
栗
の
木
レ
ン
ガ
歩
道
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漱美蔚焦行雲一覧

月9

区分 行事名 期間 膳催団体／会場／行事内容等

鳥取 『全国木炭サミット1Nこ
くふ‘リ

『全国木炭サミット1Nこくふ』実行委員会（鳥取県国府llir役場産業課内窓
0857-22-0111)/|到府中央公民館／木炭の新たな利用面での最新の試験研
究成果や先進的な利用実例について全図に発信する。

静岡県住宅振興協議会(窓054-221-3084)／ツインメツセ静岡南館(静岡市
曲金3-1-10)

広島市(建設局公園緑地部緑政課蛮082-504-2391）・側都市緑化基金(東京
都千代田区平河川2-3-24)／メイン会場二広島大学本部跡地（広島市11]区
東千田|IU1丁.目）・中央公園（同基町),サブ会場：東部海岸緑地（同南区
殿原3．4丁目)，牛、総合公嗣（伺東区牛田新川1丁目・牛田旭2丁目)。

森林マラソン組織委員会(受付？マルチサービス公03-5684-8111）・高尾11I
森林マラソン実行委員会･棚腫I土緑化推進機構／高尾II1(大平国有林)/一
瞬'7民を対象に，さまざまな形で森林に親しむ活肋を体験することで，森
林・林業の大切さを再確認することをI胃I的とし，併せてr緑の募金」への
参加を呼びかけ，市民による森林・みどりづくり活動を展開する。

(棚国営|緑化椎進機機(か03-3262-8451）・青森県／式場：青森市大字合子沢
字山崎地内，お手入れ会場：青森県林業試験場内および夜越山森林公園内
(東津軽郡平内町大字子湊字新道地内)／緑豊かで住みよい活力ある郷土づ
くりを目指す。テーマ：「つたえよう世界へ未来へ青い森｣。

森林利用学会(aO3-3812-2111内線:5205)/青森県十和刑湖II1J奥入瀬渓
流グランドホテル。

卿l｣本緑化センター（束康都港区赤坂1-9-13三会堂ビル査03-3585=
3561)／石垣記念ホール（三会堂ビル)。

栃木県林務部造林課内（盆028-623-3296)／松くい虫から大切な松を守る
気運を商めるため，松を題材としたポスター原画を募集，応募資絡：県内
居住者,県内通勤･通学者。

918～19

静岡

広島

97住まい博･静岡県住宅展 9.2()～23

9.20～1124第14回余国都Tli緑化ひろ
しまフェア

東京 第1回高尾山森林走遊学大
会（森林マラソン・森林コ
ンサート・森林市場・森林
体験・森林教室）

9．23

林マラソ･

ト・森林、
森林教室）

幸
Ⅷ 森 第21回全国育樹祭 9．28

日韓森林利用学シンポジウ
ム

第16回工場緑化惟進全国
大会

第9回ふるさとの松ポスタ
ー原画コンクール

9.28～10.2

9．29

～9.3()〆切

〃

東 京

栃木

10月

区分 行蕊箱 期間 主催団体／会場／行事内容等

募集 国土緑化巡勤・育樹運動ボ
スター原画募集

〆切

10月末日
(出国土緑化推進機構／表彰場所：第491nl全国順樹祭会場（群馬)/植樹，
森林・樹木の保護・保育の助成と国民の緑化思想の高揚を図るため，緑化
に関するポスターの原画を募集，応募資格：小・中・高等学校の児童生徒。

東京都(a03-5320-4854～61)/111の手会場(10.1～2):新東京木材商業協
同組合池袋市場(aO3-3959-7811),新木場会場(10.22～23):東京木材市
場株式会社（公03-3521-7111)。

森林資源計飛分析際l際研究集会組織委員会（宮崎大学農学部情報経営管理
学需蝿4内容0985-58-2811)/シーガイヤ／持続可能な森林資源管珊・利用
や木材貿易のあり方について，経済モデルを構築し計景的な分析を試みる。

㈹国土緑化推進機榊／ミュンヘン･ゼーバッハ・ツェルマット・ロンドン／
全l聾lの「国民参加の森林づくり」推進にかかる指導者を対象に，森林の保
健休養，教育・文化的利川と持続的経営の共存，都市と山村との交流，市
民剛体によるボランティア活動での先進的な欧州各国を訪問視察する。

ウィンターリゾート実行委員会(東京都豊島区東池袋3-1)／池袋サンシャ
インシティ内コンベンションセンターTOKYO/国有林スキー場をはじ
めとする冬のリゾートを紹介する。

全I封建設労働組合総連合（窓03-3200-6221)／神奈川県立産業技術短期大
学（横浜市旭囑中尾町丑045-361-9875)/青年層の建築技能の向上を図る・

棚ゴルファーの緑化促進協力会／日経ホール（東京都千代m区大手町1-9-
5a03-3270-0251),問合せ･申込先:H木経済新聞社蛎業局総合事業部｢日
本の森を守るシンポ」事務局(丑03-5255-2847)／特別講演｢森林の保全に
ついて」（仮題）；立松和平，基調講演「マツ枯れと11t界のマツ」（仮題):
鈴木和夫，パネルディスカッション，入場無料。

日本ネイチャーゲーム協会(aO3-5376-2733)/全国120カ所の公園，緑
地，森林などで実施。

林野庁（治山課保安林管理班冠03-3501-3844)/千代田区公会堂／基調識
演「保安林制度の意義」ら（誰師)筒井辿夫，シンポジウム「保安林の役割
とこれからのあり加:(ｺｰデｨﾈｰﾀｰ)太田猛彦,(パﾈﾘｽI､）青
山佳枇，牛島則子，佐々木隆人，渡部豊悦,IH尾秀夫。

林業・木材製造業労働災害防止協会／アステイとくしま多目的ホール（徳
烏市山城IIII束浜傍示la0886-24-5111)

東京 "4211il全国優良木材展示
会

101～2

1().22～23

崎 国際社会における環境保全
と森林資源利用の計晴分析
国際シンポジウム

|吹州，国民参加の森林づく
り指導者研修会

10．5～9画
【F1

東 京ほか 10.5～16

東京 ウィンターリゾーl､､98 1.0.10～12

神奈川

束京

全国総連第13回全胸青年
技能競技大会

シンポジウムr日本の森を
誰が守るか」－松が消えて
ゆく－

l().12～14

1015

13:0()～16’30

第6回全国一斉親子で楽
しむネイチヤーゲーム大会

保安林制度100年記念シン
ポジウム

全国

東京

10．19

５１９■６１

０
－
２
５１ｓ■
０
３
１
１

徳島 "341馴全国林材業労働災
答防止大会

l().23
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第43回

林業技術

コンテスト

発表要旨1I

（霊蕊薦）Ip.26～p.33掲載ノ▲本会総会で三澤理事長より表彰を受ける理事長賞受賞者(5組）

前号に続く

本コンテストは，林業の第一線で実行や指導に活躍されている技術者の！全発表要旨の完結編／
皆様が，それぞれの職域で業務推進のために努力し，その結果僻られた貴！◇メモ…コンテは本年5月

重な成果や体験などを発表していただき,関係する多くの方々 の業務の中’26日開催(発表16組)。長
；官賞・理事長賞入賞者を翌

に反映されていくことを願って毎年本会が主催しているものです。
；27日に本会総会席上で表彰。

.._..______...____________ー______________-..-----..._____…._._.____..._.….._..__________._.___.__』

窮噌懇回廊…ヨシ:莞繁淡 "旋鰯慌鰭
青森営林局青森営林署

八甲田森林事務所森林官

カラマツハラアカハバチの

紹介と被害報告 岸千春

て被害林分の分布を把握した。被害の状況は，健全，

林小班一部褐変，林小班全部褐変の3段階に分けた。

なお,被害程度を確認できなかった林分が32haあった。

(2)発生予察

カラマツ林が褐変する原因は，幼虫が短枝葉を摂食

するためであるが、幼虫は長枝葉を食べないので．食

1はじめに

カラマツハラアカハバチは，日本や北アメリカで繰

り返し大発生しているカラマツの飯要な食葉性害虫と

して知られており，国内では北海道，長野県で大発生

が記録されているが，青森署管内では初めての発生が

確認された（八甲田森林事務所管内650haのカラマツ

林のおよそ半分)。そこで,他地域での被害の傾向と

比較して，管内の被害状況を検証し，平成9年の発

生予察を試みたので報告する。

2．調査方法

(1)被害林分の分布

長野県および北海道におけるカラマツハラアカハ

バチの大発生に関する研究によれば，カラマツハラ

アカハバチは高標高地域に発生し，徐々に標高を下

げながら被害が拡大したこと，6齢級以上の壮齢林

分を好むことが報告されている。

そこで，平成8年8月の被害発生時の管内の被害

状況を目視により分類し、標商，齢級ごとに集計し

潮
『
恩
巳
即
報
劃

●
寺

察
零
罰
ア
彰

査
旬

一
ら

輔画、 損

写真①被害林分
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生育段階

成虫

幼虫

表①カラマツハラアカハバチの生態

時期期間

6月または7～8月

約25日間

7～8月まだは9月

上旬

行動

羽化,長枝に1頭当だり40粒産卵

卵は10日間ほどで孵化

短枝葉を摂食

土中に潜り，繭を作り，越冬羽化

の1カ月ほど前に蝿化

害を受けたカラマツは，成長が鈍化するものの食害に

よって枯死することはまれであるといわれている。

防除法としては薬剤散布と天敵の導入があり，カラ

マツハラアカハバチは薬剤に極めて弱いが，大発生時

には少数の生き残りによって再発することがある。最

も効果的な防除法は，天敵の一つであるヒメバチの導

入であるといわれている。

カラマツハラアカハバチの生態のうち，越冬繭の個

数が被害発生の目安になること，繭に開いている孔の

形状から天敵による捕食割合がわかることに注目して，

平成8年11月に,カラマツ林の土壌サンプリングを行

い，越冬繭数と繭の孔の形状を観察した。土壌サンプ

リングは，全部褐変林分と一部褐変林分のそれぞれ4

林小班ずつ計8林小班で行った。土壌は1林小班につ

き50cm×50cnlのプロットを5カ所設定し，採取した。

繭は落葉層とその下の固い土の部分の境rlに多くあっ

た。土壌は持ち帰り，手作業で繭をより分けた。

取り出した繭は，孔の有無と孔の形状により図①の

ように分類した。完全繭は孔がなく，幼虫が入ってい

ると思われるので，平成9年に羽化する成虫数と考え，

平成9年の被害を予想した。

孔の開いているもののうち，カラマツハラアカハバ

チが羽化した場合は，カミソリで切ったような鋭い切

り口の半月状の孔がある。この数を平成8年に発生し

た成虫数と考え，平成8年の被害の程度を検証した。

繭がネズミに食べられた場合はギザギザの孔が，寄

生蜂や寄生ハエの場合は丸い孔が側面に，ぼそぼそに

なった小さい孔が先端に開いている。これらの数から

天敵の役割の大きさを予想した。

3．調査結果

(1)被害林分の分布

管内のカラマツ林の分布は,標高500～700mの間に

7割が集中し，齢級は5～8の林分が9割を占めてい

る。

被害林分は500m以上の標高の高い地域に多く，齢

天敵

鳥類

寄生蜂

寄生ハエ

小哺乳類

27

写真②カラマツハラアカハバチ成虫

写真③カラマツハラアカハバチ幼虫
（写真②，③：北海道林試東浦康友氏提供）

完全繭 カラマツハラアカハバチ

綴 鋤
ネズミ 寄生蜂，寄生ハエ

鱗 綴
図①繭の分類

級による偏りは見られなかった。

(2)発生予察

総繭数，完全繭数，ハバチ，ネズミ，蜂・ハエその

他による寄生繭数は，全部褐変林分のほうが一部褐変

林分より多かった（図②)。

全部褐変林分では、完全瀧数(25±15個/nf)はハバ

林業技術No.6661997.9
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寄生性天敵その他による捕食繭数(1±2個）はネズ

ミによる捕食贈数よりも少なかった。

4．考察

①被害林分の分布から見て，平成8年はカラマツハ

ラアカハバチは商標間地域に発生しており，長野県

の場合と一致したが，被害は齢級にかかわらず発生
しこう

していて北海道で調べられた商齢級林分への嗜好性

は見られなかった。

②北海道での被害葉率を参考にして考察すると，平

成8年に全部褐変した林分ではハバチ羽化繭数から，

5割以上の葉が食べられたと見られる。完全繭数は

全部褐変林分で引き続き多く，一部褐変林分ではハ

バチ羽化繭数よりも多かったことから，平成8年に

比べて全部褐変する林分が増えることが予想される。

③平成9年は，被害は隣接林分から低標高へと拡大

することが予想されるが，ネズミによる捕食繭数が

多いことから天敵としてネズミが果たす役割は大き

いと考えられ，平成9年の羽化成虫数は完全繭数よ

り少なくなることが予想される。

④確実な発生予察のためには，成虫の羽化直前に再

度土壌サンプリングを行う必要がある。

全部褐変 一部褐変

150 2(）

15

10

ｎ
Ｕ
ｈ
Ｕ

０
〉
５
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（
郵
巨
く
雲
）
慧
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＝｜■■
0 (）

ハ
バ
チ

完
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ハ
エ

完
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蜂
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全
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ュ
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ハ
バ
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図②土壌中の繭数

チ羽化繭数（40±29個）より少なく，また天敵のう

ち，ネズミによる捕食繭数(108士60個)は完全繭数や

ハバチ羽化繭数よりも多かった。寄生性天敵その他に

よる捕食繭数(25±26個）は，ネズミによる捕食繭数

よりも少なかった。

一部褐変林分では，ハバチ羽化繭数（1±1個）は

全部褐変林分と比較して極めて少なく,完全繭数(12±

10個）はハバチ羽化繭数よりも多かった。ネズミによ

る捕食繭数（9±10個）は完全繭数と同程度であり，

Ⅱ

, 溌妻曼舅｜
嬢

旭川営林支局菫篝茎書|r:r
竹田繁義

勇撤廓#…コン義z人 日菰赤熱紡瀧会理讓舅

広葉樹を食害している

シャクガ類について

発生は年11iM1で卵で越冬する。幼虫は食樹の開葉の
ふか

ころ孵化し蒜葉を食害する。老熟幼虫はナミスジで

2.0～2.5cm,チャバネは3.5～4.0cmくらいで，この

大きさになると枝から糸で垂れ下がり地上に下りる。

その後，落葉層に潜って繭を作り姉化する。

過去における大発生：シャクガの発生は10年程度

のサイクルと，単年度の発生パターンがあり，発生被

害も単発的なものと2～3年続くものとがある。

樹種別失葉量の程度：被害林分の樹種別失葉城は表

②に示すとおりであるが，激害を受けたミズナラ，マ

カバ，サワグルミでは100％に近い食害の木が多数見

受けられ,民有地ではマカバ(胸高直径14:cm,樹高7

m)の中径木が2次開葉をしたものの，食害によって

衰弱し，9月中旬の調査では完全に枯死していた。厩l

有林でもマカバが衰弱し，枯死寸前に追い込まれてい

1．はじめに

道北地方を中心に1993年から始まったナミスジフ

ユナミシャク(ナミスジ),チャバネフユエダシャク(チ

ャバネ）の大発生は，散発的なものも含め現在まで続

いている。

当上川町では，1995年に大発生が確認された。そこ

で1995年から2年間にわたりシヤクガ類による被審

状況を調査したので報告する。

2．被害の状況

被害の概要：被害面積は確認している区域だけで1

万haに及んでいるが，激害を受けた樹木は主に河畔

林から北斜面に集中している。

生活史：被害が発生した1995年と96年の2年間に

わたり観察を続けた結果，上川町でのシャクガ2種の

生活史は，おおよそ表①のように推定される｡

林業技術No.6661997.9
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表①生活史の概略

藍、夏 10 1112～3 4 5 6 7 8 9

○○ ○○ ○○○卵（趣冬）

幼虫(加害時期）

○○○ ○○○ ○○○
－

●● ●●● ●●

蝿 nnn nnn ロロ

。◎。

△△△

□□ 副口■ nnn

。◎成 虫

産 卵 △△

表②被害林分の樹種別失葉璽の程度る状態の木も見られた。

ミズナラ，サワグルミは，個体差はあるにしても2

次開葉が旺盛で枯れる枝はほとんど見られないことか

ら，回復力があると思われる。中程度の食害を受けた

樹種の中では，特にニレノキ，ハンノキは2次開葉は

しても，枝枯率が高くなることから衰弱もひどく，今

後の成長に著しい影響を与えると考えられる。中程度

の被害木でも繰り返し食害を受ければ，枯死に至る可

能性があると思われる。

3．考察

(1)大発生はなぜ突然起きるか
はね

シャクガの雌は翅がなく，雄は翅を持つが長い距離

の移動に耐えうるような翅ではないように思われる。

移動能力の小さい虫が広範囲に，かつ大発生する共通

の要因としては，気象要因が考えられる。例えば，ツ

ガカレハでは夏の高温が続くと大発生が起きるといわ

れているが，シャクガの大発生が起きた前年（1994

年),上川町での夏場の平均気温は平年より2～3度高

い結果になっている。このため，前年にはシャクガの

発生は目立たなかったものの，すでに通常より高い密

度で広範囲に発生していたと考えられる。

(2)シャクガの発生がなぜ北斜面に集中するのか

河畔林は北斜面と同じ程度の被害を受けるが，南斜

面と北斜面では，その発生数に違いがある。シヤクガ

は卵で越冬し，開葉期に合わせて孵化する。北斜面は

日が当たらないため南斜面より寒暖の差がないことか

ら，孵化時期と開葉時期が北斜面でうまく一致した可

能性があると思われる。

(3)シヤクガには嗜好性樹木があるのか

失葉量の調査から明らかなとおり，広葉樹の中でも

特定の樹木に発生が偏っている。例えば，マカバと枝

を交差していてもイタヤやシラカンバは被害程度も少

なく，ニレノキとヤチダモ等も同じ傾向が見られ，樹

樹 種

ミズナラマカバサワグルミ

ニレ類ダケカンバハンノキ

シラカンバイダヤカエデ類ヤナギ類

失
多
一
中
一
少

葉霊

75％以上

25％以上

25％未満

カツラホオノキシナノキセンノキ

ヤチダモ
無

種別の食害が歴然としていることから，シヤクガは加

害する樹種を選択していると考えられる。

(4)上川町の発生がなぜ1年で終息したか

1995年の春に大発生し，初冬には林内で雄の成虫が

多数群れ飛んでいたのを確認しており，天敵や環境に

異変がなければ，翌春にはまた大発生が予測されたが，

96年には幼虫はほとんど見当たらなかった。そこで開

葉期（5月）の気象データから，95年と96年を比較し

てみると，95年は5月上旬から中旬にかけては温度は

低く，シヤクガ類は北斜面においては中旬以降に出現

し，その後は寒波等もなく，密度が高まったのではな

いかと思われる。

一方，96年は5月上旬，中旬では平均気温で前年よ

りおよそ4度も暖かかったため孵化は早まったものの，

中旬には3H間ほど降雪を伴う，最低気温がマイナス

1度となる寒波がきたため，個体が激減し,1年で終

息したという可能性が考えられる。

4．おわりに

このシャクガ類は木々の葉を食害し，成長を阻害す

る1次性害虫と見られ，通常は木を直接的に枯らすこ

とはまれであるが，マカバなどではシャクガ類に弱く

枝枯れや枯死するものも多いので，今後は防除法など

の検討が必要である。

林業技術No.6661997.9
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カラマツ林に大発生した

ヒラタノ､バチの調査

（経過報告)について

帯広営林支局

広尾営林署収穫係長

弟子屈営林署造林係

斉藤孝次

小西孝広

樹高成長（被害木･健全木）：樹獅連年成艮城は，食

葉被害を受けた樹齢3()年から35年に蒋干の減少傾向

が見られる。

胸高直径成長（被害木･健全木）：連年成長鐙は，樹

齢30年から35年に大きな差が現れているが，これは

針葉食害の彬響が大きいものと考えられる。被害は長

期にわたると成長雌に大きな影辮が出ており，過去4

年の食葉害で，成長堀に概算でliifi245ha,約7,000

nfの被害が出ている。

胸高直径部の拡大写真（写真③）を見ると，樹齢30

年ごろまでは健全木，被害水ともに何じょうに成長し

ているが,樹齢30～35年の年輪幅に大きな成長差が出

ている。

5．防除対策

二次被害防止：ヒラタハバチによる被害は，それだ

けでは枯損に至らないが，樹勢が弱くなり，ヤツバキ

クイ等の二次被害を受けやすくなるため，二次被害の

防止を図ることが堕要である。二次被害防I上対策とし

て，搬冊|期間の短縮(伐採搬出を含めて1年以|ﾉ1).で

1．はじめに

平成5年に弟子屈署管内カラマツ人工林に食葉害虫

(ヒラタハバチ)が大発生し,その後4年が経過した｡今

年まで枯死に至る被害は見ていないが，食葉害による

影響等の調査を進めてきたので，その経過を報告する。

2被害の概況

平成5年発生時は115haが全面被害,130haが部

分被害であった｡平成6～8年は全面積245haが被害

を受けた。植栽年度は昭和34～43年，平均径級26

Cnl7平均樹高24m,ha当たり蓄積は190m3である。

3．ヒラタハバチの生態

成虫および幼虫の活動：土中の幼虫は羽化し，成虫

となって一斉に6月から7月にかけて土中から出現し，

即交尾して針葉に卵を産み付け一生を終える。幼虫に

なったハバチの食害活動は8月上旬最も活発化し，8

月中旬には葉を食い尽くす。葉を食い尽くし成熟した

幼虫は次々と落下し土中に潜る。これは越冬ばかりで

なく，土中での生活を始めるためであるらしい。

幼虫の土中生息状況：その個体数は少なくなってき

ているとはいえ，終息方向にあるとはいえない。なお，

平成8年度ha当たり幼虫数は，約336万WEであった。

4．肥大成長に及ぼす影響

食葉害による肥大成長に及ぼす影響について樹幹解

析（過去4年全葉食害を受けた植栽木2本と，伐区の

異なる健全な植栽木2本）を行ったが，その影響は次

のとおりである。

…
＝串 硯・‐島も毎…

写真①被害林分

林業技術No.666199T9

写真②ヒラタハバチ幼虫
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木酢液を散布すると3～4分で駆除効果があることか

ら，散布方法を工夫し再陛試みたいと考えている。

6．おわりに

土中調査から幼虫の生息数は減少傾向にあるが，被

害は終息に至っていない。今後とも幼虫密度の推移，

ヒラタハバチの生態等の観察など洲在を続けるととも

に，有効な防除方法の究明にも取り組んでいきたいと

考えている。

きるだけ冬季実行，材の早期林外搬出，追い上げ中抜

き材の林内放置の禁止？残存木への損傷防1t措涜，土

場の整理等を実行しており，現在のところ大きな二次

被害の発生は見られない。

新たな防除対策：木酢液は農薬ではないが殺菌力が

あり，アブラムシ・ダニ・カイガラムシ等に効果があ

ることから，ジョウロ散布による試験を行ったが，死

滅した個体は全く見られなかった。しかし幼虫に直接

熊本営林局長崎営林署
三根森林事務所森林官

黒
夢恕獅嫁…罫舞ﾗ瀕濃

ツシマヤマネコにやさしい

森づくり等について
高橋律雄

の強度の間伐.枝打ち,維離木の盤理伐,蕊類の除去を行
う。これは水飲み場とともに回廊として利用できるように

し,II中は沢敷内に陽光が差し，上空から水たまりが確認

できるようにした｡③実行結果について：整備跡地は現在，

下屑植生としてヤクシソウ等の草本類およびイワガネソウ

等のシダ類が見られるようになっており，土壌中にはミミ

ズ等も発見されるようになった。巡視中に実施区域の沢沿

いの岩の上で糞が発見されたが，これはツシマヤマネコが

水飲み場等としてこの区域を利用し始めているものと考え

られる。

(4)まとめ：この事業は着手したばかりであり，長期的に保護

観察しなければならないが，今後は①自然を利用した巡視

歩道の盤備とルー1，の確立，②森林整備箇所のプロット設

定による林祁の変化，餌，動物等の洲査，③自励撮影カメ

ラによるツシマヤマネコの生態調査等により，生息地の保

誰管理に万全を期したい。

(1)国の天然記念物であるツシマヤマネコの生息地（対馬）に

ついて，平成5年から事業として保護区域内の巡視を毎月

行ってきた。生息地等の保護および環境管理，いわゆるヤ

マネコにやさしい森づくりとして，スギ，ヒノキの保育間

伐および生立木の伐倒木整理を実施してきたので，その実

行結果について報告する。

(2)巡視事業について：林道周辺のみ行っていた巡視ルートを

登山道，尾根部の歩道等に広げたので月別に集計している
ふん

糞の発見個数が増加している。糞は特に平坦地の砂礫や岩

場の上で多く発見される傾向にあり，特に春に多い。

(3)生息地等の保護および環境整備事業について；①保育間

伐，伐倒木整理は人工林内の林|ﾉ1照度を高めることで林床

植生の進入を促し，土壌中の微生物，ミミズ，姥虫類を，

さらにそれを食するツシマアカネズミ等，ツシマヤマネコ

の餌となる動物を増やし，ツシマヤマネコにとって好適な

環境に導くことにある。②伐倒木整理は水飲み場となる沢

周辺の谷を挟んで幅10～20m程度のIIJにあるスギ,ヒノキ

林業技術No.6661997.9
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高密路網の敷設および

間伐促進技術の検討

(1)高密路網の整備に備え，半永久的に使用可能な循環路線の

作業道の作設を目指して，低コストで簡易かつ効率的な作

業用道路の作設とその維持管理手法を確立するために取り

組んできたので，その経過を報告する。

(2)路網設計の基本方針：①路網を使って間伐材を搬出するの

で，木寄せ距離と集材距離が短くてすむように効率的な線

形とする。②土留め，水抜き等の構造物はできるだけ現地

の間伐材を利用する。③将来，高性能林業機械の導入がで

きるように幅員，作業ポイントを確保する。④現地（福島

県塙町地内高柴国有林）が軟弱地盤なので，今回は間伐材

搬出用の集材路として荒道を作設するまでとし，路体の安

定を待って砕石敷き込み等の路面整形を行う。

(3)実行§これらの基本方針に基づいて，現地を十分踏査・検

討した後？コンパス測量により線形を決定し，支障木を伐

倒搬出しながら路網竹穀に着手した。

(4)結果：①総延長は2,475m(177m/ha)とかなりの距離に

なったが，以前間伐材を搬出したルートに沿っている部分

議議粥鰯縦簔溌繊蕊鍵霧蕊潔

｢U型鉄筋ジョイントエ法」
について

(1)一軸圧縮強度がいちばん高く得られた鉄筋を水平打継目に

使用し，その鉄筋をU型に曲げることによって安全性，コ

ンクリートとの高い付着強度を確保したrU型鉄筋ジョイ

ンl､工法」により水平打継目を施工したので，その成果に

ついて報告する。

(2)試験方法：比較的実行が簡単である一軸圧縮強度試験によ

って行い，治山ダムの幾つかのタイプの水平打継目を想定

したテストピースを作成し(f16mmの鉄筋を2本入れた

物,凹凸を付けた物,フラット面のみの物の3つのタイプ)，

強度を測定することにより試験を行った。

(3)試験結果：鉄筋を使用したテストピースが最も高い強度が

得られ，また，打ち込む間隔日数を4日以内にすることに

より，ある程度の高い強度が得られた。

(4)施工：鉄筋タイプを実施工で水平打継目に使用し，打設間

隔は強度が高く得られた4H以内に打設を行うこととし

林業技術No.6661997．9

前橋営林局森林技術センター

森林技術専門官阿部拓

業務第一係長金子友治

(阿部氏）

が多く，支障木は917本（0.4本/m)と少量であった。②

路網を集材路として利用した場合でも，平均木寄せ距離

19.3m,平均集材距離372m,集材路網配置係数1.06とな

り，効率的な線形となった。

(5)考察；発表時点では降雪等により路綱作設が完了しておら

ず，作設功程やこの路綱を活用した間伐の功程については

確定するまでには至っていない。また，間伐材を利用した

簡易な木工播造物の耐久性や，今回のような軟弱地盤林地

での砕石敷き込み経費の増大等，さらに検討を必要とする

事項もある。今年度に実施した部分も含めて，今後さらに

検討を重ねながら路綱の完成を目指し，完成後は以下の点

について調査を行って，高密路綱の敷設技術とその維持管

理手法の確立と間伐促進に役立つよう研究を進めたい。

①路網の作設経費･間伐材の搬出功程データの収集整理，

②路網の傷み具合の追跡調査，③次1回I間伐時の，路網作設

後における従来の間伐システムとの比較調査，④主伐，更

新，保育時の路網の活用状況。

東京営林局甲府営林署

笛吹川治山事業所

主任松野喜一｜
所員武田考“‐

た。なお，鉄筋ジョイントの危険要因をなくし，安全性を

確保するために鉄筋の長さを1.3mにし，鉄筋中央部から

半分に曲げることにした。また,U字型にすることにより

コンクリートとの付着面積が増え，結果として高い付着力

を得ることができた。

(5)まとめ：山梨県三富村地内県有林での実施工（笛吹川）に

おいて，水平打継目に凸を設けた従来の施工方法より鉄筋

を多く使用することや，鉄筋をU型に曲げたり，切ったり

と鉄筋の加工をする手間の費用がかさむといった問題があ

る。しかし鉄筋をU型に曲げ水平打継目をつなぐ「U型鉄

筋ジョイント工法」により，施工が簡単であるために省力

化が図られ，結果として工期が大I偏に短縮できた。

この工期の大幅な短縮により総合的には経済性も高く，

転倒や転倒により堤体から転落をするといった危険性はな

くなり，安全が確保され，一応の成果が得られた。この｢U
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型鉄筋ジョイントエ法」は，凹凸を付けたタイプやフラッ

ト面のタイプより商い一wlil圧縮強度仙が得られ、また、4

||以lﾉ1での打設によって高い強度が得られることから，今

俊も本工法により安定した治illダムを施工していきたい。

名古屋営林支局中津川営林署

上矢作森林事務所

’
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電気防護柵による

カモシカ被害対策
鈴木良和

山in英人

(1)稲作等のイノシシ被害防止用電気防謹柵をヒントに，ヒノ

キ植栽地の周州に通電線を張り巡らし，ニホンカモシカの

進入による被需防1tを月的とした電気防謹柵を設|段，食害

防止試験に取り組んできたので,その絲過について報告する。

(2)電気防護柵：植栽地（上村恵那国有林地lﾉｫ）の周|州に地上

部l7mの支柱を地形に応じて5～7mおきに立て，ポ

リステンレス製の通電線を40cm間|爾で3本とアース線

1本を張り，スl､ロボ電柵器に接続する。ストロボ寵柵器

の電源は12Vのバッテリーと太'場竜池の併川とした。

(3)カモシカを電気ショックにより退散させるものであって、

電流が低いので失神したり死亡することはない。また，カ

モシカは夜行性であるので常l1f通砺とした。

(4)電気防護柵の設撹所要人工は，柚栽地の形状．地形．設i岡

筒所の傾斜・杭材料の確保等の作業条件の雌易により異な

る。なお，漏電防ll二のための兇II:IIり時の下:蝋刈りおよび辮

枝等による柵修理に群労した。磁気防細1111または忌避剤を

使州した場合の所要人_正および経費を比較すると，1年間

当たりのha淵たり人工は1.4～2.6人工:2.0人工であ

まり変わりない結果となった。

(5)実行結果と問題点について：①食害は，カモシカが逃避等

のために安全度の高い造林地（壮齢造林地等）と隣接する

簡所に比較的多く，区域内の中央部や沢部には見られない。

また，電気防護柵が落枝により－－時的に切断された箇所の

一部に食害が発生したが，それ以外には見られなかった。

②自己放電の少ない電動ゴルフカート用大容量バッテリー

を並列接続したことにより充電期間は延びたが，最終的に

はバッテリーが壊れる（原因不明）結果となった。③漏電

防1kのための線下の刈払いは、下草の成長が早かったので

予想以_l葛に手間がかかった。④強風等の影響により，試験

地に隣接する:li齢造林木の落枝等で柵線の切断が見られ

た。食害防止には有効な手段であるが，保守管理等に予想

以上の労務を必要とするので，大面積には不向きである。

’織鞭鰯繍赫謹鍛霧謙溌 宮崎県東臼杵農林振興局

林務課普及第一係技師 霞ハラアカコブカミキリによる椎茸原木の

被害とその対策について－宮崎県北郷村に
おける防除策について一

谷本隆敏

(1)椎茸原木害虫であるハラアカコブカミキリの被蒋がI惟認さ

れ，さらに被害が拡大するおそれがあるため行政・団体等

が一体となって対策を講じてきたので，その経繩防除〃

法，防除効果について報告する。

(2)防除方法：当害虫を飛散させないことをH的に，防虫ネッ

トで被覆したうえ，薬剤（米ヌカとデナポン2粉剤の混合
さわ

物:r米ヌカ法」という）を伏せ込み地の際に散布する。

(3)防除効果：生産者が設置した防除箇所では9H上旬に1つ

の伏せ込み地で40～50IﾉEの死骸が確認された｡実験的ﾉ法

（末植菌の原木を使い,防虫ネットの被縫と米ヌカ法による

試験地を設置)による効果確認では，成虫の死亡数は211,ﾉE

であった。誘引器については明確な効果は確認できなかっ

た。

(星!)考察：上述の防除方法では誘引率が明確に確認できなかつ

たが，虫の死骸場所および死骸数等から推測して当該薬剤

に鴨まり，食害した後，死亡したものと考えられ，誘引効

果もあると思われる。薬剤散布については地面に直接まく

と!:I1等により長期間の効果が期待できないので（晴天で4

～511程度）空き缶等に入れて置く方法（7～10日程度）

との併用が好ましいと思われる。

以上のような結果を踏まえて，これからの指導の方向と

して，①ネット被覆を徹底する（縁の押さえ方が悪いと成

虫がすぐ逃げる)｡②新植ほだ木は大径木と小径木を分けて

伏せ込み，小径木に防除方法を講ずる。③余った笠木など

は，ほだ場の近くに侭かず処分する。④植菌を適期に行う。

⑤薬剤の散布については直接ぼだ木にかけないようにす

る。

このようにして、高品質で安全な椎茸生産に努めたい。
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パイオニアファイル’ 懸
木材の表面処理

一プラズマ処理。金属メッキー

’

1
森林総合研究所木材化工部

瀬戸山幸一
(せとやまこういち）

1．はじめに

我々人類の生活を支えている石油などの化石資

源の先行きが不透明さを増してきている現在，森

林資源の重要性が加速度的に高まっている。自然

界に最も大鐘に存在する有機天然資源である樹木

は，太陽エネルギー・水・炭酸ガスを吸収して成

長する再生産が可能な資源であり，地球環境を守

る役割をも果たしており，今後その重要性は増す

ものと考えられる。

そういう意味で，これからは木材を今までのよ

うに使い捨てに消費できる時でなく，木材をより

長く，より美しく使用されることが要求される。

ここでは木材を化学処理することにより木材の短

所を改善し，木材にない新性質を付与し高機能化

した実例を紹介したい。

表面の化学加工はコストも安く生産性も良好な

ことから，木質材料，単板等の処理に適している。

表面の改質法は湿式，乾式あるいは物理・化学的

を問わず極めて多岐にわたっている。その中でも，

種々の優れた特徴や幅広い可能性を有するために

近年注目を浴びているプラズマ表面処理，金属メ

ッキの研究例を紹介したい。

2．プラズマ処理

従来型の木材の化学改質には図①に示すように

多くの工程があり，それに伴う環境汚染，環境負

荷性は大きい。

それに対して気相による反応は，従来型の液相

に比べて工程も少なく，省資源，省エネルギーで，

地球に負担をかけない化学改質プロセスである

(図②)。そして，さらに工程の少ない大気圧プラ

ズマによる改質（図③）があるが，ここでは，そ

れを応用した木材の改質について報告する。

プラズマ処理を木材，セルロースに応用するに

は，次のような問題点が指摘される。すなわち，

木材，セルロースは吸水性が高く，多孔質のため

に吸着しているガスや水分が多いため，これらが

遊離してプラズマ表面処理の過程でプラズマ条件

に関与し，その効果のみならず処理効果の安定性，

均一性に影響を及ぼすのではないだろうかという

ことである。

しかしながら，プラズマ処理は気相のドライプ

ロセスであり，短時間，高速処理が可能である。

特に，加工の中で洗浄や乾燥などの処理工程を省

略できるドライプロセスは，従来の水や有機溶媒

中に加工剤を分散させ反応させるウェットプロセ

スと異なり多くの利点がある。

プラズマとは：固体に熱をかけると固体から液

体，液体から気体となり，さらに熱をかけると分

子や原子から電子が飛び出し，陽イオン（＋）と

電子（－）とから成る電離した気体になり，その

状態をプラズマ状態という。ところでプラズマは，

我々にとってそれほど縁遠いものでなく，ふだん

蘂液
注入 反応H乾燥H水洗H製品

画一軍引
｛省資源,省エネ

豊邑」

］
回T函
｛省資源，省エネルギー 1

▲図①従来型の木材の

化学改質プロセス

▲図②気相による木材の

化学改質プロセス

▲図③常圧プラズマによる
改質プロセス
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卦図④プラズマ処

理木材の吸湿量
曲

凡例

▲無処理木材

●○日プラズマ処理
（）1(1100一'､､､～三一~，‐'．

●c局ブラフI.ogT

ぐプラズマ重合処理

プラズマ重合はラジオ波'13.56MHZ高周波で行った°
反応条件真空度:0.1Torr高周波電力:5W
処理ガス；テトラフルオロメタン

ガス流量:3ml/min処理時間:10min

B

、<菊雄"
無処理木材木材 木材

TFMプラズマ処理木材

▲写真①CFjプラズマ処理木材の溌水性 ▼表①改質処理竹表皮のピーlノング試験1）

処理条件ビーリング剥離面積(%）

無処理100
B-1100

B-378

N100

CAM10100

CAM1577

C-1100

C-4100

HCI6100

HCI72100

HCI9673

HCI12085

B:H202(3.5%),NH20H

（28％）

CAM:Chromicacid(1%)

Am:Ammoniagas

PO:酸素プラズマ
PNH:アンモニアプラズマ

ビーリング剥離面積(%）

100

100

100

100

100

100

100

0

0

0
0

処理条件

Am2

Am6

Am24

Am48
Am72

Aml20

H－1

PO

PN

PNH

PNO

身の回りで見られるし，お世話にもなっている。

雷の稲光や街のネオンサインなどはプラズマ状態

にある。プラズマ重合とは，これら放電現象を化

学反応に利用することである。
はっすい

木材表面のフッ素化：木材表面を高溌水性付与

の目的でテl､ラフルオロメタン(CF4)プラズマで

10分間木材表面を処理した。その結果，水と接触

後60秒経過したときの未処理木材と水との接触

角は58｡(写真①A)である。無処理木材の接触角

は，その後経過時間とともに小さくなった。一方

CF$プラズマ処理木材と水との接触角は133｡(写

真①B)となり高擢水性を示し，その角度は時間

が経過しても変化しなかった。しかし，処理木材

の吸湿量は無処理材と変わりなく（図④)，このこ

とは，湿気を通すが水をはじくというゴアテック

スとI司様な機能を持つ木材になるということを示

している。

木材は多孔体であり，プラズマ処理によりこれ

ら多孔体をつぶすことなく木材表面のみに高擢水

性を持たせた結果，吸湿能を維持したまま高擢水

性を示したのである。また|司時に，高溌油性を併

せ持つこと，さらに，処理木材の色調，手触りが

処理前と変わらないことを肉眼および触感による

観察から確認している。

プラズマによる親水化')：竹を利用する際に表

皮は美観上非常に重要である。しかし，表皮は塗

膜付着性や染色性が極端に悪く，竹材を二次加工

する際の問題となっている。川村等は疎水性で不

活性な竹表皮の改質のためプラズマ処理等の各種

N

HCI

H-1

PN

PNO

NaOH

HCIgas

熱処理80℃
窒素プラズマ

NOプラズマ

親水化処理を行い，塗膜付着性試験を行った。そ

の結果プラズマ処理竹表皮の塗膜付着性は良好で
除くり

あった(表①)｡塗膜の剥離面積とESCA分析で得

られた各種処理により生成した官能基との関連を

多変量解析した結果，水酸基，カルボン酸が塗膜

安定性に寄与することが明らかとなった。反対に

アルキル鎖は塗膜剥離の要陵|となっていることが

明らかとなった。塗膜安定性に寄与すると一般に

いわれているカルボニル基は有意差がなかった。

プラズマ処理による染色性の向上3)：窒素，ア

ンモニア，ピリジンプラズマ処理は木材表面にア

ミノ酸基を導入することができる。木材の染色性

向上のためピリジンプラズマ処理アミノ紫を導入

し，染色実験を行った。MethyleneBlueSumia-

cl･ylRedの酸性染料で染色した結果,無処理木材

と比べて3～5倍の染料値1着がありピリジンプラ

ズマによる染色性の向上が見られた｡IIope,

林業技術No.6661997.9
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i
Zavarin等は酸素プラズマ処理の浸透性，気体透

過性の効果を研究した。その結果，無処理木材と

比較して防腐剤の浸透性が5倍向上することを報

告している。

低温プラズマから大気圧プラズマへ6)：低温プ

ラズマは低真空を必要とするので装澗が高mliとな

り，大気圧から低圧に減圧する必要があるため生

産性に若干の問題がある。また，処理中は低圧を

維持する必要があるため水分等の揮発分を多く含

むものは処理しにくい欠点がある。そのため低温

プラズマの応用は軽薄短小の素材に限られていた。

岡崎，小駒等はヘリウム中あるいはケトンを若

干含むアルゴン中で放電を行うことにより，減圧

を必要としない大気圧でも安定なグロー放電が発

生することを見いだした。この手法を川いて装置

の低価格での実現と木材のような重厚肥大な素材

への応用も現実化してきている。

また，我々が試作した大気圧プラズマ装置（写

真②）での水素ガス処理は．木材表面を疎水化す

ることが明らかとなった。さらに，低温プラズマ

の反応は原料の骨格を残さないが，大気圧プラズ

マでは原料の骨格を残し，材料設計しやすいこと

を確認した。加えて，シリコンを塗装のように木

材表面に塗った後，大気圧プラズマで軍合したり

木材実質部分と反応させることも可能であった。

しかもその際，真空下でないので，塗った原料の

ロスもないという利点もある。

シリコンモノマーで処理した木材は，フッ素処

理と同様に高溌水性（水の接触角136｡）を示すと

同時に，良好な防汚性能を持つことが明らかとな

った。

プラズマを工業化するためには，真空を必要と

しない大気圧プラズマによる高機能・高性能木質

材料の創製が必要で，これは緊急にやらなければ

ならない課題である。

3．金属メッキ

金属やプラスチックのメッキ製品は，ずいぶん

以前から私たちの身のI刷りに見受けられ，生活に

溶け込んだ大切な技術になっている。これらメッ

悔

1忽2
［

▲写真②大気圧プラズマ装置

キの目的を大別すると次のようになる。①製IW{を

腐食などの劣化から保識する…防食メッキ，②製

品の外観装飾lllli値を高める…装飾メッキ，③製品

の機能性を高める…機能メッキ。木材にメッキを

施すことによっても，これら三つのl｣的に対応す

る効果を期待してよい。例えば，木材は腐朽菌の

抵抗性，紫外線等に対する耐光性の向上，耐摩耗

性の向上等が期待される。

被メッキ物の表面に溶液中の金属イオンを還元

析IIIさせて金属被膜を作る方法は次のとおり。a)

電気メッキ：外部電力によって電解析出させる。

b)無電解メッキ（化学還元メッキ):溶液中の金

属イオンを化学薬品によって還元析出させる。こ

のうち電気を通さないプラスチック，木材等は，

無電解メッキ法により金属メッキを行う。

これまで，長谷川等は主として木材の|旨地処理

について検討してきたが，その概略（メッキ処理

のプロセス）を1列⑤に示す。‐ド地処理には，木材

のテクスチャーを生かした良好な仕上がりと皮膜

の密着性の良好な処理（技術）の確立が必須であ

る。被処理材として水の浸透性が激しいスギ辺材

を取り上げ3PEG(ポリエチレングリコール）と

PEGMA(ポリエチレングリコールメタアクリレ

ート）を検討した結果，ニッケルよりも銅による

メッキ処理のほうがメッキしにくく,30%PEG

トルエン溶液,50%PEGMA水溶液下地処理で

良好な仕kがりが得られた。

また，長谷川等は国産，外国産の針葉樹，広葉

樹材を含め99樹極について銅メッキのメッキ適

性試験を行い，仕上がり良好な樹種を前処理別に

まとめ表②の結果を得ている。特に問題のある樹

種として，金属キレート生成能の商いタンニン類

休業技術N()6661997．9
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|樹脂による下地処理
↓

｜基材予熱｜処理温度
↓

|ｾﾝｼﾀｲザー|漫せき

｜水洗｜
↓

|ｱｸﾁベーﾀー|浸せき
↓J，

｜乾燥|I_水洗
↓く

｜ﾒｯｷ浴’.…Ni譲雇はCu

l水洗｜
J〃

｜乾燥｜|被膜保護処理｜
↓ざ

▼表（2）前処理別によるメッキ適正枝雁量s）

処理の種類木口,板目,柾目面とも合格した樹種

クワ,ヤマグワ(移行材),サクラ,オオヤマザクラ(辺材),ウワ

顧震臘毫糊瀦蜜餐琴芋柴開{鮒劣勢無処理
（移行材),アカシデ,ヤマボウシ

針葉樹スギ(辺材),イチイ,ペイスギ,ベイヒバ

クワ,ヤマグワ(移行材),オオヤマザクラ(辺材),ウワミズザ

50%PEGMA広葉樹憲雲鱒墓誌期呈鍔溌窮謁裂
水溶液処理 デ,アズキナシ,ナツツバキ,マンガシノロ,ジレニア

針葉樹スギ(辺材),イチイ,ベイヒバ

ケヤキ(辺材),ブナ,クワ,ヤマグワ(移行材),オオヤマザクラ

（辺材)‘ウワミズザクラ(移行材),ウリハダカエァコハウチ

30%PEG#6000広葉樹ワカエデ'アズキナシ，ナツツバキ'ミズメ，マカンバ(辺材),
トルエン溶液処理 ハルニレ(辺材),オヒョウニレ(辺材),クマシデ(移行材),ヤ

マボウシ,マンガシノロ

針葉樹イチイ,ベイヒバ

広葉樹

一
》
一

薄単板で
は乾爆せ
ず水洗

ILji
広葉樹

燦｜|’ 広葉樹

使用’
｜

’

11Ⅱ） ぐ図⑥誘電性成形体
の電磁波遮蔽特性8J

V,VI,VII,Ⅷは，成形体番号（別表

省略）に該当する。Wは，非導電性木材
小片による成形体

を多く含む樹種，吸水性の

高い樹種，ヤニ分の多い樹

種はメッキが困難と指摘し

ている。木材とメッキ金属

との付着力は，気乾比重が

増すにつれ増大する傾|句を

示し，気乾比重0．9付近で

100kg/cm2前後となり，

JAS特殊合板の平Im引っ

HI1

０６

４

言
三
寒
察
擢
割
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5)HopeY.Chen,EugencZavarm:.l.WoodChem.

'rech.,16(3),387～400,1990

6）｜聞崎幸子,小駒益弘：締電気学会誌15,222～229,1991

7）蝶須博司：水質新素材ハンドブック,技報堂,390,1996

8）長谷川茄夫：変わる木材一スーパーウッドの時代－，

海肯社,151.1991

JAS特殊合板の半ImWlo 【I2<)0‘l(Ⅱ）

州波数

張り強さ合格規定値をはる

かに超えて，実用上十分に

使用に耐えるメッキ被膜が得られている。金属メ

ッキは木材に貴飾性を付与するばかりでなく，オ

フィス機器の誤作動を招く電磁波を吸収する電磁

波シールドを持つ機能性木質材料として注LIを浴

びている（図⑥)。

｜側淋
ご…～～!扉一

’ンサルタンツ研修計画のご案財 業土木．木 内土 サ 研ノ

◇次の技術研修をド記ll程で実施いたします。ぜひご活川ください｡専門的知識の習得を図り，また,集合研修

による相互啓発,‘附報交換を通じて職場における業務の推進に資するものとします。
●『林道トンネルの調査・設計｣･･･9／8(月)～12園，林業土木コンサルタンツ技術研究所にて。
●「林内路網と地形地質」…9/29(月)～10/3a,林野庁森林技術総合研修所にて。

●「森林と水資源」…10/13(月)～17園,(財)林業土木コンサルタンツ技術研究所にて。
●「環境影響評価」･･･10/27(月)～31㈱,(財)林業土木コンサルタンツ技術研究所にて。
●「林道トンネルの施工管理」…11/10(g)～14B,(|財)林業土木コンサルタンツ技術研究所にて。

◇詳細等お問い合わせは…側)林業土木コンサルタンツ技術研究所まで。
〒370群馬県高崎市上中居町42-1．盆0273-30-3232、FAX.0273-23-3335。
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画
扇
言
曽
愚
民
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
つ
ま
り

「
秋
」
で
は
な
く
「
私
」
。
秋
の
魂
は
私
の
魂
だ
っ
た
の

へ
き
れ
き

だ
。
ま
さ
に
青
天
の
蘇
震
で
あ
る
。
秋
の
魂
と
し
て
、

私
の
想
像
力
や
イ
メ
ー
ジ
が
ぐ
ん
ぐ
ん
大
き
く
広
が

っ
て
い
た
の
に
…
．
：
お
そ
ら
く
こ
れ
は
ミ
ニ
文
庫
の

誤
植
で
あ
ろ
う
。
校
正
お
そ
る
く
し
で
あ
る
。
調
べ

れ
ば
す
ぐ
に
決
着
は
つ
く
が
、
今
し
ば
ら
く
は
「
秋

憾
ぱ

の
魂
」
で
、
想
像
力
の
世
界
に
翔
た
き
、
楽
し
ん
で

い
た
い
。

私
の
魂
は
樹
に
な
り
、
動
物
に
も
雲
に
も
な
っ
て

太
古
の
時
へ
還
っ
て
い
く
。
そ
し
て
烏
や
風
も
自
分

に
似
て
い
る
兄
弟
、
こ
こ
に
ヘ
ッ
セ
の
神
秘
主
義
が

見
ら
れ
る
。
ヘ
ッ
セ
は
『
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ン
グ
ー
さ
す

ら
い
の
記
』
（
一
九
一
八
）
で
「
樹
木
」
と
い
う
一
章
を

設
け
、
樹
木
讃
歌
を
歌
い
上
げ
て
い
る
。
尾
崎
喜
八

l

緊
匿

凡巳■、サ
今弘

伊

ゆL

臆 一。
部噴一両日

△

可

３

鞠

秋の高原の雲（軽井沢にて第者撮影）

訳
に
よ
る
と
、
「
樹
は
神
聖
な
も
の
だ
。
彼
ら
と
語
り
、

彼
ら
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
真
理
を
ま

な
ぶ
」
。
ま
た
「
樹
に
傾
聴
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
者
は
、

も
う
樹
に
な
り
た
い
と
は
願
わ
な
い
。
お
の
れ
以
外

の
者
に
な
り
た
い
と
は
願
わ
な
い
。
お
の
れ
自
身
、

そ
れ
が
ふ
る
さ
と
な
の
だ
。
そ
れ
が
幸
福
な
の
だ
」
。

ヘ
ッ
セ
二
十
七
歳
の
小
説
『
郷
愁
』
は
、
’
九
世

紀
後
半
あ
た
り
か
ら
発
達
し
た
機
械
文
明
や
都
会
文

化
に
対
す
る
作
者
の
懐
疑
や
反
感
か
ら
、
自
然
に
対

す
る
深
い
共
感
を
書
い
た
作
品
と
い
え
よ
う
。
第
七

章
に
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「
声
を
あ
げ
て
子
ど
も
ら
は
か
け
よ
り
、
小
さ
い
質

問
を
無
数
に
出
し
な
が
ら
私
を
取
り
巻
い
て
、
花
や

草
の
名
を
私
に
言
わ
せ
、
し
ま
い
に
は
話
を
し
て
く

れ
、
と
せ
が
ん
だ
。
そ
こ
で
私
は
子
ど
も
ら
に
、
花

や
木
や
や
ぶ
も
み
ん
な
、
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
魂

を
持
ち
、
天
使
を
持
っ
て
い
る
の
だ
、
と
話
し
た
」

（
高
橋
健
二
訳
）
・
私
は
こ
こ
を
読
む
た
び
に
、
ア
ッ

シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
の
こ
と
を
思
わ
ず
に
い
ら
れ

な
い
。
『
郷
愁
』
の
中
で
、
ヘ
ッ
セ
は
献
身
的
な
兄
弟

愛
に
生
き
た
フ
ラ
ン
シ
ス
に
幾
度
と
な
く
言
及
し
、

心
か
ら
傾
倒
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
先
月

号
で
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
の
太
陽
讃
歌
に
通
じ
る
ジ
ェ
フ

リ
ー
ズ
を
紹
介
し
た
が
、
ヘ
ッ
セ
の
神
秘
主
義
や
自

然
観
に
も
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
郷
愁
』
は
ま
さ
に
「
雲
の
書
」
と
い
え
る
ぐ
ら
い

雲
に
対
す
る
讃
歌
に
満
ち
て
い
る
。

「
広
い
世
界
に
、
私
よ
り
雲
を
よ
り
よ
く
知
り
、
私

以
上
に
雲
を
愛
す
る
人
が
い
た
ら
、
お
目
に
か
か
ら

せ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
／
，
あ
る
い
は
ま
た
、
雲

よ
り
美
し
い
も
の
が
世
界
に
あ
っ
た
ら
、
見
せ
て
も

ら
い
た
い
も
の
だ
ノ
．
」

（
高
橋
健
二
訳
）

し
し
ゆ
く

私
淑
す
る
詩
人
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
宇
佐
見
英
治

さ
ん
が
、
ヘ
ッ
セ
邸
を
訪
ね
、
雲
を
愛
し
た
宮
沢
賢

治
の
こ
と
を
話
さ
れ
た
ら
、
ヘ
ッ
セ
は
目
を
輝
か
せ

て
雲
の
話
を
し
た
そ
う
だ
。
『
郷
愁
』
の
中
で
、
と
び

き
り
好
き
な
雲
の
文
を
引
用
し
て
み
た
い
。

「
雲
は
、
あ
ら
ゆ
る
さ
す
ら
い
、
探
求
、
願
望
、
郷

愁
の
永
遠
の
象
徴
な
の
だ
。
雲
が
、
天
地
の
あ
い
だ

に
、
た
め
ら
い
が
ち
に
、
あ
こ
が
れ
な
が
ら
、
ま
た

誇
ら
し
げ
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
の
魂
も
、

時
間
と
永
遠
の
あ
い
だ
に
、
た
め
ら
い
が
ち
に
、
あ

こ
が
れ
な
が
ら
、
誇
ら
し
げ
に
か
か
っ
て
い
る
の
だ
』

（
高
橋
健
二
訳
）

雲
を
愛
す
る
点
で
は
人
後
に
落
ち
な
い
と
自
負
し
、

二
十
年
近
く
何
万
枚
か
の
雲
の
写
真
を
撮
っ
て
い
る

私
に
と
っ
て
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
言
っ
た
「
死

ぬ
こ
と
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
き
け
な
く
な
る
こ
と

だ
」
の
ひ
そ
み
に
な
ら
っ
て
言
え
ば
、
「
死
ぬ
こ
と
は

雲
が
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
だ
」
と
し
き
り
に
思
う

今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。
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秋
は
雲
の
美
し
い
季
節
だ
。
秋
の
訪
れ
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
も
の
の
中
で
、
私
に
と
っ
て
最
も
楽
し

み
な
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
澄
み
切
っ
た
空
に
浮
か
ん

で
い
く
白
い
雲
だ
。
古
今
東
西
、
雲
は
文
学
、
特
に

詩
歌
に
数
多
く
歌
わ
れ
て
き
た
。
秋
に
な
る
と
、
こ

と
の
ほ
か
ド
イ
ツ
の
詩
人
で
あ
り
小
説
家
で
あ
る
ヘ

ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
（
一
八
七
七
’
一
九
六
二
）
の
雲

の
詩
や
、
小
説
『
ペ
ー
タ
ー
・
カ
ー
メ
ン
チ
ン
ト
』

ｌ
日
本
で
は
『
郷
愁
』
と
い
う
題
名
で
親
し
ま
れ
て

い
る
ｌ
に
心
ひ
か
れ
る
。

少
し
前
に
、
Ｋ
書
店
か
ら
小
さ
な
ミ
ニ
文
庫
が
創

刊
さ
れ
た
。
書
店
の
隅
に
勢
ぞ
ろ
い
し
た
二
十
四
冊

の
か
わ
い
い
豆
文
庫
の
中
か
ら
、
す
ぐ
一
冊
に
目
が

吸
い
寄
せ
ら
れ
た
。

『
そ
れ
で
も
私
の
心
は
思
っ
て
い
る
』
ヘ
ル
マ
ン
・

ヘ
ッ
セ
（
片
山
敏
彦
。
星
野
慎
一
訳
）

敬
愛
し
て
い
る
片
山
敏
彦
さ
ん
の
訳
な
の
だ
。
旧

制
一
高
の
教
授
で
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
研

夕
叱
■
、
■
二
一

、
智
宅
ｍ
・

い
ぶ
・
油
躍

需
》
薦
‐
喋
渥
《

鐸
〈
．
犬
毛
含
．

狸
瀞
・
及
認
》

塁
律
、
〆
砂調
、
鱗
ｊ
咄
必

、
Ｇ
‐
駒
舜
．

鍼
蜂

、
劇
‘
・
・
・
壷

、
ａ
Ｌ
溌
寺

議
蝶
￥

聖
プ
ロ
ｆ
か
潭
少
型

究
者
、
そ
し
て
数
々
の
詩
の
翻
訳
で
学
生
時
代
に
心

酔
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

早
速
そ
の
ミ
ニ
文
庫
の
片
山
さ
ん
の
訳
に
読
み
ふ

け
っ
た
。
な
に
か
と
軽
薄
、
が
さ
つ
な
も
の
が
横
行

し
て
い
る
こ
の
時
代
に
、
片
山
さ
ん
の
高
雅
な
日
本

語
訳
は
、
高
い
叡
智
と
、
格
別
な
風
格
を
漂
わ
せ
て

い
て
、
砂
漠
に
慈
雨
と
い
う
感
が
あ
っ
た
。
毎
日
こ

の
豆
文
庫
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
外
出
す
る
と
、
ヘ

ッ
セ
や
片
山
さ
ん
の
高
い
知
性
と
感
性
が
体
ご
と
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
昔
か
ら
大

好
き
だ
っ
た
「
と
き
ど
き
」
が
、
こ
の
小
さ
な
詩
集

￥
て
《
ゆ

の
中
で
も
、
特
に
私
の
心
の
琴
線
に
触
れ
、
空
で
言

え
る
ぐ
ら
い
読
み
返
し
た
。

と
き
ど
き

な

－
羽
の
鳥
が
声
高
く
啼
き

ま
た
は
一
陣
の
風
が
枝
を
吹
き

は
鞍
は

ま
た
は
甚
だ
遠
い
農
家
で
一
匹
の
犬
が
吠
え

こ
の
詩
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
と
、
秋
そ
の
も
の
の

魂
に
触
れ
る
よ
う
な
思
い
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
だ
、

秋
の
号
に
は
こ
の
詩
を
主
題
に
取
り
上
げ
よ
う
と
心

に
決
め
た
。
そ
し
て
原
稿
に
取
り
か
か
る
前
に
題
名

の
ほ
う
が
決
ま
っ
た
。
「
秋
ヘ
ッ
セ
の
雲
と
樹
木

と
」
や
が
て
ヘ
ッ
セ
の
原
詩
で
雲
や
樹
木
や
秋
を

主
題
に
し
て
い
る
も
の
を
読
ん
で
み
た
。
当
然
「
と

き
ど
き
」
の
原
詩
に
も
目
を
通
し
て
み
る
。

と
こ
ろ
が
何
と
い
う
こ
と
か
、
第
二
連
の
「
秋
の

魂
は
還
る
の
だ
」
は
原
文
で
は
富
国
鳥
の
＄
ざ

そ
ん
な
と
き
私
の
魂
は
一
本
の
樹
木
と
成
り

だ

－
匹
の
動
物
と
な
り
、
又
一
朶
の
雲
と
成
る
。

そ
し
て
魂
は
変
貌
し
て
私
自
身
に
珍
し
い
も
の

と
な
っ
て
戻
り

私
に
向
か
っ
て
言
う
ｌ
「
何
と
返
事
を
す
れ
ば

い
い
か
し
ら
」
と
。

力
え

秋
の
魂
は
還
る
の
だ

鳥
や
吹
く
風
や
が

私
と
相
似
た
兄
弟
だ
っ
た

遠
い
遠
い
太
古
の
時
へ
還
る
の
だ
。

る
と
き

私
は
し
ば
ら
く
じ
っ
と
沈
黙
し
て
聴
き
入
っ
て
い

る
こ
と
が
と
き
ど
き
あ
る
。
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こ
れ
だ
け
の
熱
が
あ
る
の
に
デ
ン
グ

熱
は
悪
寒
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
特

徴
の
よ
う
で
す
。
四
○
度
を
超
え
る
熱

が
二
～
三
円
続
き
、
そ
し
て
三
八
度
ぐ

ら
い
の
Ｒ
が
一
～
二
日
、
そ
し
て
も
う

一
度
四
○
度
を
超
え
る
、
と
い
う
の
が

パ
タ
ー
ン
で
す
。
三
人
の
熱
が
だ
い
た

い
下
が
っ
た
と
思
わ
れ
た
と
き
、
近
く

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
）

の
所
へ
行
き
ま
し
た
。
「
フ
ム
フ
ム
、
デ

マ
ン
・
ベ
ル
ダ
ラ
ー
？
血
液
を
調
べ

て
み
ま
し
ょ
う
」
で
、
と
り
あ
え
ず
大

量
の
、
本
当
に
大
量
の
抗
生
物
質
の
投

薬
に
な
り
ま
し
た
。
面
白
い
こ
と
に
、

三
人
と
も
少
し
ず
つ
色
の
違
っ
た
薬
で

す
。
一
回
処
方
ど
お
り
飲
ん
だ
と
こ
ろ
、 現地の森林官との会食（生水に注意）

三
人
と
も
具
合
が
悪
く
な
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
の
で
、
飲
む
の
を
や
め

ま
し
た
。
こ
の
薬
は
今
も
記
念
に
持
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
し
か
治
り
ま
し
た
の

で
、
検
査
結
果
は
聞
か
な
い
で
終
わ
り

に
し
ま
し
た
。
デ
ン
グ
熱
は
何
段
階
か

の
症
状
が
あ
り
、
非
常
に
危
険
な
と
き

が
あ
る
こ
と
を
後
で
知
り
ま
し
た
。

一
人
前
と
は
…

〃
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
、
ア
メ
ー
バ

赤
痢
あ
る
い
は
腸
チ
フ
ス
〃
ぐ
ら
い
は

や
ら
な
け
れ
ば
、
海
外
経
験
一
人
前
で

は
な
い
と
い
う
神
話
？
が
あ
り
ま
す
。

「
う
－
ん
、
や
っ
と
私
も
一
人
前
」
と
自

己
満
足
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
純
情
派

の
デ
ン
グ
熱
で
。

一
九
九
○
年
に
帰
国
し
て
か
ら
、

二
週
間
か
ら
一
カ
月
ぐ
ら
い
の
調
査

へ
、
た
び
た
び
出
か
け
て
い
ま
す
。

腹
の
具
合
い
は
と
き
ど
き
悪
く
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
も
の
に
は

出
会
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
し
て

も
あ
の
と
き
以
来
、
少
し
体
力
が
な

く
な
っ
た
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、
年
が
加
算
さ
れ
て
い
る

せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
。
最
近
、

ち
ょ
っ
と
下
腹
が
痛
む
よ
う
な
気
が

し
た
の
で
、
大
腸
鏡
の
検
査
を
受
け

ま
し
た
。
二
カ
所
赤
い
痕
跡
が
あ
り
、

一一‐

「
腸
炎
か
ア
メ
ー
バ
赤
痢
を
や
っ
た
み

た
い
、
検
査
し
て
み
ま
す
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
で
も
治
療
し
ろ
と
言
わ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
検
査
結
果
を
聞
き
に
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
あ
れ
だ
け
無
茶
し
た
ん

だ
か
ら
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
ぐ
ら
い
に
は

か
か
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
は
思
っ
て

い
ま
す
。
で
も
海
外
の
勲
章
は
一
つ
で

十
分
で
す
。
現
在
ま
で
、
家
族
五
人
み

ん
な
健
在
で
す
。

海
外
で
の
健
康
維
持
の
た
め
に
…

①
自
分
の
体
力
を
過
信
し
な
い
こ
と

②
疲
れ
た
ら
休
む
こ
と

③
わ
が
国
と
医
療
体
制
が
違
う
現
地
の

医
師
、
病
院
を
過
信
し
な
い
こ
と

（
自
分
の
身
体
は
自
分
で
守
る
こ
と

家
族
の
健
康
維
持
が
最
も
大
切

’
一

雪
1－

可
子
盟
毎
Ｆ
峰
■
ず

《

鍔
ユ

賀
日
臥

FI

I膣…篝欝隅
易
ｖ
眉識膠喜 ’

『一~‐－‐‐－~一~‐‐‐一~‐‐‐－‐‐‐‐‐－~‐‐‐‐‐－ー‐~一一一一~‐→‐‐‐‐､.‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐~； ⑤ ④

,g蒐謹状霊讓謡鱒讃濃副鶏雛蕊雪蕊辮躯I向きに百薬すんか危を

蕊鴇鰯謹騨蕊鶚舗涛艤鑿驚|巍蕊一農騨寶チこうる
うとなこ

|讓對耀鳶医讓蕊簿隻朧灘識艫蕊麓墓忌|こ;藷謹スヘ食と
副く､階様 に生事、-′

｜持つものは赤痢アメーバと病原性自由アメーバの2つぐらい｡前言は,主に未消毒の水や氷，｜
な焼や

不潔な水で栽培された野菜，ハエがとまった食物，感染している綱理人が作った料理などかI 作現ざ々｜ら経口感染する。軽症の場合はほとんど症状がないか，あっても軟便程度，重症になるとゼIつけ環
瑚闘たの境Jﾉー 状の粘血便が出て下腹部痛を伴うガ,発熱など他の病的所見が少ないのが特徴｡後者は｜

人魚に｜鼻腔から侵入し髄膜炎を起こすが，罹患頻度は前者に比べて少ない。アメーバ赤痢の治療は｜
強薬うる｜メトロニダゾールの服用10日間でほとんど治癒する。がをは

ジャカルタ医療案内(在ｲ日本大使館)より紹介Iいはとこいつ近
傾効きとままづｰ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐---≦－－－－－－－－－－－－－－－－－‐‐-‐‐→‐.一‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‘_‘一．‘､－－－‐．．！

林業技術N()666199f9
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海
外
は
体
力
と
気
合
で
〃
．

一
九
八
○
年
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
勤

務
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
林
業
専

門
家
は
そ
れ
ぞ
れ
海
外
経
験
に
乏
し
く
、

生
活
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、

そ
こ
は
山
官
、
気
合
と
体
力
だ
け
で
や

っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ケ
ガ

や
病
気
は
、
ま
だ
ま
だ
気
合
が
足
ら
ん

と
い
う
こ
と
で
、
自
ら
処
理
し
て
い
ま

し
た
。
腹
を
こ
わ
す
の
は
日
常
の
こ
と
、

も
っ
と
も
細
菌
性
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
ヤ
シ
油
、
唐
辛
子
の
と
り
す
ぎ

み
た
い
な
も
の
で
、
い
つ
も
お
尻
が
ム

ズ
ム
ズ
し
て
い
ま
し
た
。

デ
ン
グ
熱
と
は
…

あ
る
日
、
体
も
大
き
く
若
い
Ａ
専
門

家
が
高
熱
で
体
巾
の
関
節
が
痛
く
て
痛

く
て
、
奥
さ
ん
に
踏
ん
づ
け
て
も
ら
っ

て
も
ま
だ
痛
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
み
ん
な
の
素
人
判
断
で
、
こ
れ

は
デ
ン
グ
熱
だ
、
で
も
こ
れ
は
子
供
の

か
か
る
も
の
だ
、
大
の
大
人
が
…
と
言

っ
て
、
ご
本
人
に
は
気
の
毒
で
す
が
、

み
ん
な
あ
き
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
体

力
が
あ
れ
ば
元
に
戻
る
と
い
う
こ
と
で
、

当
然
元
に
戻
り
ま
し
た
。

幸
い
に
こ
の
期
間
中
は
私
、
妻
、
長

女
（
四
歳
）
、
長
男
（
一
歳
）
と
も
、
病

気
ら
し
い
も
の
は
経
験
せ
ず
、
た
だ
精

神
的
に
イ
ラ
イ
ラ
の
毎
日
を
過
ご
し
て

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

二
回
目
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
勤
務
で
す
。

居
住
地
は
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
次
男
が

加
わ
っ
て
五
人
家
族
に
な
り
ま
し
た
。

カ
リ
マ
ン
タ
ン
に
赴
任
す
る
Ｂ
専
門

家
が
新
婚
の
奥
さ
ん
と
一
緒
に
ジ
ャ
カ

ル
タ
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち

に
あ
い
さ
つ
を
し
た
り
準
備
を
し
て
い

る
う
ち
に
、
滞
在
す
る
ホ
テ
ル
で
デ
ン

グ
熱
に
な
り
ま
し
た
。
海
外
は
全
く
初

め
て
と
い
う
若
奥
さ
ん
の
看
病
の
お
か

げ
で
、
体
調
を
取
り
戻
し
て
任
地
に
行

き
ま
し
た
。

こ
の
と
き
も
み
ん
な
で
、
子
供
の
病

気
に
か
か
る
の
は
純
情
な
人
だ
、
奇
し

く
も
Ａ
専
門
家
と
Ｂ
専
門
家
と
も
同
じ

有
名
大
卒
、
わ
れ
わ
れ
は
純
情
で
も
な

い
し
、
．
：
デ
ン
グ
熱
に
は
か
か
ら
な
い

と
、
変
な
自
信
を
持
っ
た
も
の
で
す
。

つ
い
に
か
か
っ
た
Ｊ
，

一
九
八
八
年
か
ら
ま
た
ま
た
三
回
日

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
勤
務
に
戻
り
ま
し
た
。

少
し
勝
手
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

調
査
団
、
お
客
さ
ん
の
お
世
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
夜
、
旅
行

代
理
店
の
よ
う
に
、
ア
テ
ン
ド
稼
業
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
る
日
曜
日
、
す
で
に
日
本
人
学
校

の
小
学
四
年
に
な
っ
て
い
た
長
男
が
高

熱
（
四
○
度
を
超
え
る
）
を
出
し
ま
し

た
。
と
り
あ
え
ず
月
曜
Ｒ
は
学
校
を
休

ん
で
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、
今
度
は

妻
も
高
熱
を
出
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

日
本
林
業
技
術
協
会
の
チ
ー
ム
が

旨
○
シ
の
仕
事
で
き
て
い
ま
し
た
。
林

業
省
で
の
打
ち
合
わ
せ
が
あ
り
、
い
つ

も
の
よ
う
に
私
は
出
か
け
ま
し
た
。

蕊鵜鍵蕊鶏鵜

蕊 蕊
「
ず
い
ぶ
ん
赤
い
顔
を
し
て
い
ま
す

ね
」
と
み
ん
な
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
日
は
い
つ
も
の
よ
う
に
終
わ
り
ま
し

た
が
、
家
に
帰
っ
て
熱
を
計
り
ま
す
と

四
三
度
、
そ
し
て
節
々
が
痛
く
な
り
ま

し
た
。
「
あ
、
デ
ン
グ
熱
ノ
・
」
。
長
男
、

妻
も
高
熱
で
寝
て
い
ま
す
。
長
女
、
次

男
は
ま
だ
無
事
で
す
。
私
は
調
査
団
の

こ
と
が
あ
り
、
休
め
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

え
い
／
・
英
国
式
で
行
こ
う
／
、
と
決
め
、

毎
朝
出
か
け
る
前
に
冷
た
い
マ
ン
デ
ー

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
式
の
水
浴
び
）
を
す
る

こ
と
に
し
ま
す
。
す
る
と
一
時
的
に
三

八
度
ぐ
ら
い
ま
で
下
が
り
ま
す
。
こ
れ

で
三
時
ぐ
ら
い
ま
で
の
勤
務
を
こ
な
し
、

夜
の
ア
テ
ン
ド
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
と
い
う
こ
と
で
失
礼
し
ま
し
た
。

専門家にとってホームパーティーは大切 林業技術No.66619W9
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新田隆三の 5H寺からセミナー3

枝揺れてこそ

私どもがしがみついている星は，

秒速460m(赤道付近)でスピン(自

転）しながら，秒速約301in1の猛速

で軌道上を進んでいる。暴風が生

じて当然ではないか。暴風の星の

森林は，風力をどうかわして陸上

を占拠してきたのだろう。

京都で過ごした子どものころ，

ジェーン台風の直撃を受けて，屋

根瓦が空を舞い，塀が倒れ，たく

さんの樹木力判れた。強烈な風の

息を受けてしなる二階の窓ガラス

を，小学生の兄弟は小さな手で内

側から必死に押し返した。そして

隣家の大木が，何千回という強烈

な揺れに耐え，長時間怪物のよう

にのたうちまわり，そして遂には

へし折られる様を興蒋のうちに直

視した。

少年は長じて森林風雪害の研究

に取り組む。彼は，先蒲研究者が

取り組んでいた「樹木が倒れる瞬

間の風圧と樹木側の抵抗力の関

係」には見向きもせず，幹，それ

も根元の風揺れに焦点を据えて研

究を展開した。少年時代の最高の

興奮であった樹木の揺れと猛烈な
＃･う

風の息を，頭の中で反秘しながら。

本の|本の紹介I
芦田裕文写真・文

紀;巨
＆呂

嘗
LlD砥

巨 樹紀行
一最高の瞬間に出会う一

発行：社団法人光の家協会

〒160東京都新宿区市谷船河原町11

壷03（5261）2301

1997年4月1日発行A5判,176頁

（本体2,300門十税）

この本に初めて触れたとき，

これはぜいたくだぞ，そして一

石二鳥，三鳥もうかがえるぞと

直観したことであった。その理

由はこれから説明させていただ

く。

巨樹に対する国民的関心が高

まってきたのはこの10年ほどの

ことと見てよいであろう。その

けん引力として2つ挙げられる。

1つは｢縄文スギ」（屋久島）の

存在｡推定樹齢7,200年説は独り

林業技術No.6661997.9

歩きの感があるが，その存在感は

大きい。もう1つは「巨木を語ろ

う全国フォーラム」の毎年開催の

成果彌患る。第1回は1988年,兵
庫県柏原町で開催された。

芦田氏はその柏原IIII・「木の根

橋」の近くで青春を送ったと自ら

記しているから，巨樹との出会い

は深いえにしゆえとも解釈したい。

巨樹の定義は？また全国でど

れくらい巨樹はあるのか？だれ

もが抱く素朴な疑問であるが，環

さて，私のビデオを早送りして

十年後の結論を見よう。

偏形樹の典型は,l.ll岳稜線に多

い，瓜下側にのみ枝を発達させた

針葉樹であろう。フラッグ（雌）

1､ウリーともいわれ，片足立ちの

姿勢はいかにも不安定だ。人工林

の林縁木も，林外側の下枝が発達

した偏形樹だ。亜心が片寄ってい

ても，実はこれらが強風に強い。

さらに並木植え（列植）により，

風上・風下両側に枝の長く育った

木も，根元が揺れにくい。これら

のタイプや幹が分岐したタイプで

は，枝の距離差が揺れの時間差と

方向差になって現れ，複数の太い

枝の揺れが幹揺れを相殺する免揺

機椛，あるいは免蔑機椛が作用す

ると考えられる。

反対に，着氷や着雪のあまりの

重さのため，太い枝が揺れること

ができなくなると、免謹機織は伽

境庁が示した基準(地上1.3mの位

置で幹周3m以上の樹木を巨樹と

みなす)によると,全匡|で約55,000

本の巨樹が集計されている。しか

し，天然記念物指定樹木数となる

と極めて厳選されるから数は少な

い。文化庁による国指定天然記念

物の樹木は，その中でも第1級と

みなしてよいが，単木で259件

(1997年3月31日現在）である。

さて，巨樹を1IIIの写真集にま

とめるのには樹木の選択に苦労す

る。普通，地域的な片寄りを避け

る，なるべく多様な樹種を網羅す

る，の2原則を踏襲する。

本書もこの2原則を踏まえ，巨

樹写真の素晴らしさと，併せて花

や芽，葉など，その樹種の特徴を

表す部位写真も戦せ’さらに樹高，

幹周，撫定樹齢，開花時期，交通

案内，照会先，簡単な説明が記戦

され，見て楽しく探訪案内にも役

立つ仕掛けとなっている。一石二
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かない。また，通直な高い幹と，

細い短い枝という林業向きの針I

葉樹も，枝揺れが細かすぎて太’

い幹への影響力を発揮しない。

そのときこそ，風の息を考慮しI
い，

なかった先輩方の研究成果が活‘

きて，強風が当たると簡単に樹1

木はお辞儀しズルズルと風下へ‘

倒れる。

土木建築や力学に強い技術者

は，私の説く枝揺れ相殺・免震

機柵に，自然の高構造物の妙を

見て感心してくれる。多くの太

い枝が個性を発揮して騒がしく

揺れてこそ，根っこは安泰，と

いうと民主主義の話をしている

ようでもあり，政治好きも喜ん

でくれる｡風音のする秋の夜長I
は，身近な枝揺れの話を肴にしi

て楽しみませんか。

－一一＝畠一一司

林政拾這抄松野先生の碑

松
野
先
生
の
碑
の
前
で
（
参
加
者
一
同
）

Ｆ
９
Ⅶ
１
巳
い
Ｉ
印
１
６
８
止
血
Ⅱ
Ⅲ
別
丁 先日，千葉県船橋市の森林文

化塾の皆さんと一緒に東大の千

葉県清澄演習林に行ったが，そ

の際，外国樹種見本林の!|』にあ

る「松野燗先生之碑」（写真）

を見学した。この碑は弟j雀たち

が「我が国の林学は先生から始

まる」との松野の功績を顕彰す

る目的で，氏が亡くなった翌年，

｢松野記念林｣と呼ばれているス

ギの人工造林地の中に建てられ

た(1)。この記念林は，現在101年

生のスギ造林地となっている。

松野は明治3年から5年まで，

ドイツ国のフォルストアカデミ

ーエーベルスワルデ(Fo,･st-

akademieEberswalde)で林学

を学び.｢境界を明確にした国家

所有の森林を確立し，その管理

を厳正にし収益の高い人工林を

造成せよ」とのダンケルマン

(Bel･unhal･dDanckelmanll,

1831～1901)の説に強く影響を

受けた人である(2)｡帰朝後,官林

調査仮条例の制定や官林台I脹の

作製に専心し，また明治15年森

林法草案の審議にも参画し，ス

ギ，ヒノキの人工林造成政策に

力を尽くした。碑はその証拠で

もある。

なお碑を建てた後，松野クラ

ラ夫人の懇望によって碑の周り

を外国樹腫見本林として特別に

区画したというエピソードも伝

えられている。故郷ドイツを遠

く離れて日本で懲らしたクララ

夫人の望郷の想いとの見方のほ

か，松野が師事したロベルト・

ハルティヒ(RobertHal･tig,

1839～1901）の影響もあったの｜
ではないかとの推測もできる。，

ハルティヒは森林美学的視点か

ら外国樹種の取り入れに積極的

で，夫人はその説に同調してい

た松野の気持ちをくんで外国樹

種の植栽を希望していたとの推

定である。この点については他

日詳しく述べることにしたい。

（注)1R本林業技術協会：「林
業先人伝｣，1962年
2ダンケルマン:｢Die

Abl6SungundRegelung

del-Waldgl･und-Ger-

echtigkeiL｣,1880。な
お，筒井辿夫「林野共同体
の研究｣，1973年（第1章）
で取り上げた「ドイツにお

ける総有団体の崩壊過程」
を参照されたい。

（筒井廸夫）

(偲州大学股学部附属演習林教授）

一

鳥，三鳥と記したゆえんである。

合計70本の巨樹が収録されて

いるが，これらを沖縄を振り出

しに北へ上り，最後は北海道で

納めてある。

これは柳田国男が『海上の道』

で暗示した，黒潮に乗って北上

してきたわが民族の足跡をイメ

ージさせるものでもある。

樹木の選定では月並みとなっ

た｢縄文スギ」などは外し，「小

黒川のミズナラ」（長野県)など

山間辺地の木や,｢船生のヒイラ

ギ」（栃木県)など，玄人好みの

木や，「市野々 の大栗」（岩手県）

など，近年の発見，話題となっ

た木など心配りが利いている。

r,I;ll良のアイラトビカズラ」（熊

本県）は出会いとして最高の瞬

間に間述いない。

（全国巨樹・巨木林の会理事／

牧野和春）

’
1
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奈良県支部

『樹と水と人の共生フェスタ'97inかわかみ」

奈良県川上村で，平成9年7月

20Hから8月3日まで,都市と山

村の交流を目的としたr樹と水と

人の共生フェスタ」が開催されま

した。

このフェスタは，今年が第1回

'三lであり，「森と水のコンサート」

で始まり｢第1回シンポジウム『吉

野川源流ものがたり』｣で終わる一

連のイベントですが，その中のシ

ンポジウムとそれに続いて行われ

たエクスカーションを中心に紹介

します。

8月1日，吉野材を随所に使用

した川上付ふれあいセンターで開

催されたシンポジウムでは山本信

次氏（岩手大学)，イーデス･ハン

ソン氏（タレント）の誰演，コー

ディネーターに高橋恵子氏（グリ

ーンコーディネーター),パネリス

卜に講淡者と三澤康彦氏（建築

家),南本泰男氏(川上村森林組合）

を迎え,『明tlの川_上村の森林に求

められること』をテーマとしたパ

ネルディスカッション,高橋勲林

野庁長官と森厳夫明海大学教授

の記念対談が行われました。

翌日は3つのコースに分かれて

エクスカーションが行われました

が，下多古「歴史の証人」ツアー

では，スギ・ヒノキの人工林（ス

ギ：約330年生・ヒノキ：約270
ー

8織講にみる日本の雛鋤 林家の山林作業の実施状況

80 木材価格の低迷，林業経営費の

増加等の傾向の下で，国内の林業

生産活動が停滞している。

農林水産省の調査（対象は20

ha以上の林家)によると，図のと

おり，林家の主伐，植林，下刈り

等の山林作業の実施率は低下する

傾向を示している。

わが国全体としては,昭和53年

から平成7年の間に，素材牛産景

は3500万nfから240077m3へと3

割減少し，また新植面祇も19万

haから5万haへと7割減少した。

また，間伐については，従来必

要とされる人工林間伐而穣の約5

割のみが実施されていると推計さ

れており，間伐の推進は健全な森

林を造成するうえで，大きな課題

となっている。

可
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主伐植林下刈

腱林水産省「林業機造動態調査』，「林業励態調交』
保有山林20h乱以上の林家を対象としている

驚料
注

表
・
ス
ギ
の
立
木
価

格
と
労
賃
の
比
較

｜昭和53年’60年｜平成6年’7年8年
立木価格(円/iVf)|19.64215,156112.402111.73010.810

伐出労賃(円/人日)’7.2699221112.310112622
立木価格/伐出労賃|2716110109

12,576

0．9

黄料:R本不助箙研究所r山林素地及びl.l1元立木価格調』（スギ）
労側街r林業労働者職穂別賃金調査報侍」

一
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年生，面積；約0.4ha)を見学し

ました。この林は人工林としては

全国でも最も古い部類に入るもの

で，文化財的な遺産として保存す

るため，平成7年に川上村･が職入

したものです。現地は村道から九

-'一九折りの山路を約30分登った

所にありますが，当日は天候にも

恵まれ，途中の林の説明を聞きな

がら5歳の子供や高齢者も山に登

り，森林浴を満喫しながら現地で

昼食の後，山を下りました。最も

太い木は胸高直径が164cI11,樹高

約50mのスギであり,参加者は人

工林の美しさを満喫することがで

きました。

フェスタ期間中，台風の上陸も

ありましたが，概ね所期の目的を

達してフェスタは終了しました。

(奈良県林道課森林計画第1係
福木通治）

連絡先〒630奈良術登大路I11J･
TEL､0742-22-1101FAX.0742-24-3683

林業生産活動の停滞の要因とし

て，木材販売収入とコス1,との差

が拡大していることが挙げられる。

具体的に，立木価格と労賃との比

率を見ると，別表のとおり，ここ

20年間で2．7から0．9へと1/3

に低下しており，林業の収益性の

確保は厳しさを増している。

このような状況に対応するため

に，路網整備，機械化等により生

藤コストを低減するとともに，造

林・保育のコスト低減を図る施業

の検討に一層取り組むことが不可

欠である。

また，近年，公益的機能の発揮

に対する認識や要請が高まり，地

方自治体や下流住民等が森林整備

を支援する取り組みが見られる。

これらとの連携も含め，着実に森

林確備を推進するための方策が極

めて重要となっている。

15

|蕊議題’蕊議蒙

｢生物多様性国家戦略｣とは

人類に知られ，名前の付けら

れている生物は地球_上に175万

種存在しますが，実際に地球上

に実在する生物は1300～1400

万種あるといわれており，その

多くが熱帯林に存在するそうで

す。しかしながら，その熱帯林

は，1980年代に1500haが伐採

され，未知の多くの生物が絶滅

していると懸念されています。

そんな中にあって，多様な生

物とその生息地を包播的に保全

するための条約づくりが国連環

境計画の主導の下に行われ,｢生

物の多様性に関する条約（生物

多様性条約)」が1992年5月に

採択，翌年6月には国連蝋境開

発会談(地球サミット)で157力

睡|が署名，94年12月に発効し

たところです。

わが国においても，この発効

に対し，締約国の一員として，

変化に富んだ自然環境に恵まれ，

そこに生息する野生生物につい

て生物多様性を将来に伝えると

ともに，世界の生物多様，性の保

全と持続可能な利用に貢献する

こととし，生物多様性の保全と

その持続可能な利用に貢献する

観点から，「生物多様性陸l家戦

略｣を政府として平成7年10月

に取りまとめ，明らかにしたも

のです。

この中で森林に関しては，①

自然潔境保全に関連する各祇法

律等に基づき設定された自然公

園等さまざまな保護地域の適切

な管理はもとより，保護地域制

度の対象とならない生態系およ

び自然生息地についても適切に

保全する。②各種生態系，自然

生息地の評illiを行い，公表する

ことにより，生物多様性の保全

が適切に図られるよう努力する。

③地域の自然に根差して生息・

生育している普通種も含めた多

様な動植物相を全体として保全

する。④生物多様性の構成要素

の持続可能な利用面では，森林

の生物多様性の職成要素は，森

林生態系，その他森林内に生

育・生息する植物，動物や土壌

中の微生物の群集や種，個体群，

個体，遺伝子等各レベルにおい

て多種多様であり，森林の果た

している多様な役割・機能を維

持し，これらの構成要素を将来

にわたり持続可能な利用を行う。

⑤このほか，生物多様性の構成

要素等の特定および監視，共通

的基盤的施策の維進等を積極的

に行っていくとともに，各国と

の情報交換も積極的に進める。

等が定められているものです。

わが国においても経済社会の

成熟化に伴い，森林の有する多

面的な機能の発揮に対する国民

の要請は多様化・高度化してき

ておりますが，併せて「生物多

様性」にも配慮した施業に努め

る必要があります。

（竹）

(この欄は綱築婁員が担当しています）
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F露引平成9年度(第20回)r空中写真セミナー』開催のご案内『司

目的：本セミナーは，空中写真を現在利用されている方々や今後新たに
利用しようとされる方々を対象に,空中写真を効果的に利用するうえで必

要な実技や現地演習による実務中心の研修を行い,空中写真の高度利用に

よる諸施策の効率的な実施と経済社会の発展に寄与することを目的とし

て，㈱日本林業技術協会が実施するものです。期間：平成9年10月13

日侭)～17日鯛の5H間。会場：棚日本林業技術協会会議室(〒102東京
都千代田区六番町7)。研修人員：25名。参加費:35,000円く研修

費･教材費･現地演習費(消没税込)等＞･ただし，セミナー参加のための交

通費,宿泊料は各自ご負担願います。申込み方法：平成9年9月19日ま
でに所定の申込晋(当協会にあります)にご記入のうえ,㈱日本林業技術協

会研修室あて送付してください。なお，定員になりしだい締切となります

のでご了承ください。問合せ：当協会研修室(直通壷03-3261-6545,担当
：小原)。主催：細日本林業技術協会。後援：林野庁･日本製紙連合会。

（編集部雑記 ）
原稿依頼大変多忙な方とは知り

つつも原稿が頂きたく恐る恐るの電

話。二つ返事でOK。ホッとする。今
度は締め切り間近。余裕を持って
送ってくださる方の評判は，当然の
甥ながら上々。いよいよ期日が迫れ

ば丁重にお願いの砿話を。海外に出
掛ける事がわかっている方の場合は

一隅スリリング。もう駄目だと思っ
ているところへ海外からFAXで入
騎｡ポイント急上昇｡余裕を持ちつつ
執筆意欲の損なわれない依頼期間教

えて下さい。（カワラヒワ）

Tシャツ知人からのll｣の便りに

混じってとんでもないイベンI､案内

が舞い込んできた。来る体育の日に

日本山岳耐久レース（東京都山岳連
盟主催)があるという。東京西部山岳
地約72kmのコースをl昼夜で踏

破，途中3ヶ所の関門を指定時間以
内に通過していなければならない。
踏破者にのみ記念Tシャツを授与ま
たごみ投棄者は失格というのもすが

すがしく感じる。貴殿も自己能力発

見に挑戦されては。・でも知らない
ままの方がいいか。（平成の玉手箱）

一
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生動植物種保護管理対策調査第
1回委員会を開催した。

◎熱帯林管理情報センター関係
業務

8/1,於本会,平成9年度熱帯林
管理情報システム整備事業第1
回調査等委員会を開催した。
8/27,於本会，平成9年度シベ
リア・極東地域森林・林業協力指

針策定調査事業調査委員会を開

催した。
◎技術開発部関係業務

8/22,於本会,森林情報の入力・
処理システムの高度化に関する

調査第1回調査委員会を開催し

た。
◎人事異動（8月1日付け）

就任技術顧問小林一三
（9月1日付け）

採用東北事務所長増田晃

◎海外出張

8/3～9/1，国際事業部栗原主任
研究員を中国プロジェクト形成調

査のため，同国に派遣した。
8/4～12/31,正木調査第二部長

をチリタック川流域保全林造成事
業のため，インドネシア国に派適

した。

8/26～29,三澤理事長,望月技術
開発部次長を熱帯林管理情報シス
テム整備事業のため，フィリピン

国に派遣した。
◎調査研究部関係業務

7/14,於本会,農村地域の黄源管
理のための上下流連携システムに

関する調査第1何委員会を|淵催し

た。

8/6,於本会，ライチョウ希少卿

南部縦貫鉄道車両の両端に丸み

があるレールバス。青森県の野辺地
～七戸間で活蹴。プアーンと警笛一
声，かわいいピンクの車体に似合わ

ずグワーガリガリと物磯い音を聯か
せガッタンゴットンと走りだしま

す｡川を渡り畑を横切り、野miの風と

一体になって走ります。駅に近づき
ブアーンとやると，お婆さんが3人
ニュッニュッニュッと駅から顔を出

したので停車。一絃にぎやか列車と
あいなります。この蹄線も廃止｡取材
で乗った思い出に…。（山遊亭明朝）

■番町界隈四谷見附跡のムクノキ

●雑誌「森林航測」182号発売中／･･･お求めは事業部（壷03-3261-6969）まで。
●投稿随時募集中／…ご意見・イベント予定・お調べになったことなど，誌上で
発表してみませんか。詳細はお気軽に編集部（公03-3261-6968）まで。
●会員募集中／･･･入会希望の方は総務部（盆03-3261-5282）までどうぞ。
r一一一÷一一一一÷ー‐－‐一勺一一・一口子一e一句←‐．‐－句．÷凸凸一中中一ゎ一一一一二口早■－｡｡‐‐垂一一一＝今．季参参参÷÷一子÷－－－－一÷一一÷．÷一一一一一一一÷÷÷－－÷÷一一一一一凸’

18月号訂正:p24本文右段10～11行目「宮島寛｣氏のお名前の読み方
！（ルビ)＝かん→ひろし･i司股終行およびp.25のキャプション(写真①)の
iお名前＝馬場広雄さん→馬原広雄さん。以上のように訂正しお詫び申し上
Iげます。

林業技術第666号平成9年9月10日発行

編集発行人三澤毅印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102束京都千代I:LI区六溌IIII7TEL.03(3261)5281(IC)
振替()()130-8-6()448番FAX.03(3261)5393(代）

ひときわムクムクっとしたムクノキは四谷

の象徴的存在。見附跡石垣l:にあってにらみ

をきかせている。現存のムクノキは昭和初期
からあったというが樹齢不詳。植栽・実生の
別も不明。果肉は甘味があって食べられる。

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publishedby

TECHNICALASSOCIATION

TOKYOJA印N

〔普通会賀3,500円・学生会費2,500円・終身会費(個人)30,000円〕
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図書お申込書
ご注文をいただき次第、
必要書類とともに発送

いたします。

小社の「出版案内」を
無料でお届けしており
ます。必要な方はご一
報ください。FAXO3(3268)5261

画/橋本陽子

ふるさとの森
とともに罧業自書f
好評のマンガ林業白書シリーズ第
3弾。今回は木造住宅

部づくりがテーマ450円

国土緑化推進機構企画・監修／日本林業調査会編集・発行

総合年表日本この
矛茱と木こと人の鹿菫史

10月21日刊行A5判620頁5,000円(〒共）

孑約辨欝灘瀧職蝋鐡蕊職w
募集蝋鰐鯉澱さ識鴬化亨灘鑑
中1も掲栽｡「『風土記』にみる森と木と人』｢全国優良林

業地における造林の始まり」など、34項目に及ぶカコミ

解説、そして時代の姿をヴィジュアルに示す図や写真を
160点収めている。1頁1頁が面白い、初の総合年表1

10月20日まで予約価格(定価の1割引)4,500円(〒共）部

森林・林業を考える会編

浦か§日本の森林。
林業1997

森林資源、林業経営、木材産業の
最新状況をまとめたデ

部一タブック3,000円

渓畔林研究会編建設省住宅局木造住宅振興室監修

水辺林の保全と
再生に向けて

21世紀の地域住宅産業
－木造住宅の新たな展開方向一

豊かな生態系の保全に向けて
国国有林の水辺管理指
針を初邦訳2,500円

米
部

地域住宅産業の将来イメージ／新しい技能者像と育成方向など概造改善

部の道筋を示す12,200円

国際林業協力研究会編木材産業を考える会編

諸売れる木
：売れない木
最新データと現状分析で急変する
住宅市場への対応策を

部示す2,500円

ハイド/二-,-マン共著

持続可能な
森林経営に向けて

森林経済学と
その政策への応用

環境保全と森林経営の両立をめざ
し、国内外の検討状況

部などを解説3,500円

持続可能な森林経営への道筋を描
く、世界銀行レポート

部の邦訳書2,500円

成田雅美著 編集協力/林野庁ボンジョルノ/ギリス共著

森林・林業・
木材辞典

森林経営の
社会史的研究

森林経営と

経済学篭豊方法
情報化時代に対応した数理的分析

蔑幣説｡ﾃ蕊総部
近世の山林経営事例を分析、
の森林経営を理解する
ための必読書4,200円

幅広く活用できるロングセラー1
3,000語余を解説。英訳

部付き。5刷2,500円

躰
部

おところ□□ロー□□ おなまえ

おでんわ

聯
森と木と人のつながりを考える

蠕
TELO3(3269)3911

FAXO3(3268)5261

l62東京都新宿区

ケ谷本村町3-26 ㈱日本林業調査会



安全、 と自然の調和を目指Ⅸ。自然全 を目そ

巾広い適用害獣
ノウサギ、カモシカ、そしてシカに忌避"ll

が認められた初めての散布タイプ忌避剤です；

散布が簡単
これまでに無いｿ”剤で､シカ､ノウサギの樹

幹部分の皮剥ぎ脚fにr防散布が行えます。

長い効果
薬液は素早く鞄燃し､ﾘ糊j(二よる流亡がなく、

食害を長jWIにわたって防止します。

安全性
有効成分のジラムは、殺I胴|として艮年伽ll

されてきた1離鍛薬御lで額､物です。

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

・
・ ｱご水和剤
造林木を野生動物の食害から守る

販売M大同商事株式会社製造保土谷アグロス株式会社
本社／〒105東京都港区浜松町1丁目IO番8号(野田ビル5F)

東京本社03(5470)8491Wfi/大阪06(231)2819/九州092(761)II34/札幌0II(563)0317
カタロクのご摘求は､上妃化所へどう幾

J

’

〃

〃

ひ

〃
▲

■
＝

野生動物と共存盆迅ゞ 実用新案登録済

ブ
■

キ チサ
認ズ

ユ ﾛ■■■■

シカ・カモシカ・ウサギ・ネズミ

食害完全防止
経済効果バツクンノ スギ。ヒノキや

その他、広葉樹

などの植栽木に

広く使えます

〆

★下刈り軽減

★根IIIIがり防I上

★裾枝払い不要

★植栽本数の減少

★小il1iの梱栽可能

★無節の元玉

★誤伐防I上
聯用の支柱及び当社開発の固定川クイ

ラップを使用しますと簡単にヘキサチ

ュープを設置できます。
、

挑 蛎臓嬬篇
〒598大阪府泉佐野，li土丸1912
．IEI-0724．鎚陰O776

FAXO724-67.172‘1

(束梛研究所）

〒613ル洲附久l剛;久御山町伽1l西ノ、10．1

11本プァミリーピル2F
TEL()7利-柵．1531

FAX（)7測一‘16.1535ミニ温室効果による成長促進
写真は植栽後3年側、チューブの長さ2，】 L 臣



motjustuserFriFKiendly｡

､線長．Friendly｡C⑥mputer
●.o唾訓鈩，●吋・､“回

謬

-SilpajY_AMX8

測る
あらゆる図形の座標.、職・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の一

ラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け

｜

P

検査済み±0.1%の高精度
ｸ啄蝿はスーパーブラニクスβの隙準タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご附入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β

使いやすさとコストを
’

’

コンビュタフレンドリィなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種割I1

プログラムなどの売笑したスーパープラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付→
標準タイプ･…･

プリンタタイフ

¥160000

￥192000

（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

’ ’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

r薑 、
豊富な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーパーブラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパープラニクスαは、座標、辺長線長、

mi積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、、積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。
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［ 東北の樹木誌
B6判・160ページ／カラー口絵付
耐久性ビニール表紙新刊 平

成
九
年
九
月
十
日
発

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
琉
（
毎
月
一
回
ナ
旧
発
行
）

●定価（本体2,000円十税）〒実費●青森営林局・秋田営林局編集

●東北地方に生育する約500種の樹木の特性を、コンパクトにまとめた1冊／

●青森・秋田両営林局が長年にわたって収集した資料に、最新の知見を加味／

●内容は、科名・和名・学名・雌雄の別等・分布区域・生育場所・注記等からなる／

●取りまとめは、使いやすいB6判・見開き2ページの表形式./

●現場へも携帯しやすい、わが国初の東北地方の「樹木誌」／

［ …私たちの森林
●最新第5版相当の本書は、河原輝彦・鷲見
博史・垰田宏3氏による執筆／
●美しい図版160点余を配したビジュアルな

構成／

●森林の働きと社会・地球環境との結びつき

をわかりやすく解説／

●小学生高学年から中学生の児童生徒向け
の記述ながら、家族みんなで読める／

●A5判108ページ／カラー

●定価（本体971円十税)．〒実費
●30部以上の場合は、送料は当協会が負
担します。

匿 林
業
技
術

と木の質問箱
森と木の質問箱
……刃聰詞

●ずばり、「小学生のための森林教室｣／

●子どもらしいどうして？なぜ？に答えてく

れる小学生向けの楽しい1冊／

●子ども向けだからとあなどるなかれ、林野

庁監修の内容はしっかり者／

雷

鋼
、

劇 第
六
六
六
号

r■
頚

お求めは､齊名･冊数･お名前･連絡先（電話番号を

含む)･お送り先などを明記のうえ下記までどうぞ。

細日本林業技術協会事業部

〒102東京都千代田区六番町7
TELO3-3261-6969FAXO3-3261-3044

ご注文は、FAXまたは郵便をご利用ください。

●B5判64ページ／カラー

●定価（本体602円十税）
〒実費
●30部以上の場合は、送料は
当協会が負担します。

定
価
四
四
五
円
（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）
送
料
八
五
円

〃 、
プラス

大好評の100不思議十1は ’
一
…
…

▼最新刊

森
の
木
里
○
○
不
思
議

書店でお求めいただくか、直接東京書籍まで

ご注文ください。

森林の100不思議定価:本体981円(税別）

続・森林の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森と水のサイエンス定価:本体1,000円(税別）

土の100不思議定価:本体1,000円(税別）

森の虫の100不思議定価:本体1,165円(税別）

熱帯林の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森の動物の100不思議定価:本体1,165円(税別）

木の100不思議定価:本体1,165円(税別）

森の木の100不思議定価:本体1,165円(税別）

きのこの100不思議定価:本体1,200円(税別）

東京書籍株式会社謎纈識蠕辮綱

の
一
○
○

10m§思議 ど
陛
岨
人

日
本
禅
冥
嬢
衛
堅
会

ｊ
、
ゞ
‐
日
率
叫
屈
概
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凪
宛
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